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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRP40 ～ 63(S)KA5
● PUZ-ERP40 ～ 63(S)KA5

●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内側下部に発生す
る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトとの併設をおすすめします。

ベースヒータベースヒータ

ヒータ固定金具ヒータ固定金具

対象ユニット

形　　名 PAC-SJ11BH

凍結防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz
容　　量 110W

保護ヒューズ 3A    250V

制御部
カバー

外形寸法 227 × 124 × 90mm
外　　装 ホワイト
材　　質 耐熱性 ABS

質　　量 3.0㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

電気配線図

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2
CN3

記号
CN4
F1,F2
SK1～SK3
ZNR
TRS
21S4

 　  名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)
ｺﾈｸﾀ(四方弁ｺｲﾙ)

　　名　　称
ｺﾈｸﾀ（四方弁端子）
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)

124 32 229 38
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取付図（単位：mm）

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2
CN3

記号
CN4
F1,F2
SK1～SK3
ZNR
TRS
21S4

 　  名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)
ｺﾈｸﾀ(四方弁ｺｲﾙ)

　　名　　称
ｺﾈｸﾀ（四方弁端子）
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)

124 32 229 38
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注）本品を取付ける際は、付属のトップパネルも交換してください。

注意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。

凍結防止ヒーター
● PAC-SJ11BH
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凍結防止ヒーター

※取付け前に本説明書をよくお読みください。

取付けの前に

BH79D185H01
（本マニュアル用に変更・修正しています。）

三菱電機パッケージエアコン別売部品
室外機用凍結防止ヒータ 取付説明書

●本製品は、厳冬期での室外ユニット熱交換器下部に発生する根氷の抑制対策およびドレン抜穴の氷結による
詰り防止を目的としたものです。

●降雪の多い地域でご使用の際は、防雪ダクトを併設してください。
●ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレンパンとの併用はできません。

別売形名 適用機種

PAC-SJ11BH(200V, 110W) 室外ユニット用
インバーターKシリーズ

１.　部品の確認 この箱の中には、この説明書の他に下記部品が入っていますので、取付け前にご確認ください。

３.　ベースヒータ組込準備
次の手順で下図に基づき各々の部品をユニットから取外し、ヒータの組込み準備を行ないます。
1 トップパネルの取外し
　トップパネル取付ネジ（左２本、右１本）を外し、上側に持ち上げて取外してください。
2 フロントパネルの取外し
　フロントパネル取付ネジ（前３本、右２本、左２本）を外し、前側に引き出し取外してください。
3 モータサポートの取外し
　モータサポート取付ネジ２本を外し、上側に持ち上げ熱交換器上部とのはめ合を外して前側に引出してください。
　取外したモータサポートには、モータ用リード線が接続されていますので引張りがかからない
　状態でモータサポートを横置きにしてから次の作業を行ってください。
4 サービスパネルの取外し
　サービスパネル取付ネジ（２本）を外し、下側に
　スライドさせてから取外してください。
5 バックパネルの取外し
　 バックパネル取付けネジ（右5本、後2本）を
　 外し、上側に持ち上げて取外してください。
　 ※バックパネルの爪が電気品に引っ掛って
　　 いますのでご注意ください。

モータサポート
はめ込部

熱交換器

●室外ユニット本体の元電源が、OFFであることを必ず確認してください。
●ベースヒータ取付の為、多くのネジを取外します。紛失しないようにしてください。
●ホコリ、ゴミ等の除去を充分に行なってください。
●熱交換器本体のフィン部に触れながら作業をする場合がありますので、あらかじめ軍手等の
　保護具を着用してください。

２.　取付準備 ※ベースヒータの組込みは室外ユニットを据付ける前に行なっていただく方が容易にできます。

“A部拡大図”

“B部拡大図”

⑤①ベースヒータ

形　
　

状

⑥ファスナー②ヒータ固定金具 ③バンド ④外気温度センサー品番
品名

トップパネル カバー

１set１set １set１個 ２本２本

ベースヒータ
　制御部本体 ⑦配線名板

各１枚

⑧フィルム ⑨アルミテープ

１枚 ３枚

バックパネル

電気品

3

1

5
2 4

“A”

“B”

: PAC-SJ11BH
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凍結防止ヒーター : PAC-SJ11BH

４.　ベースヒータの取付け

●熱交換器本体を持ち上げながらベースの
溝に沿ってベースヒータ①を下図のよう
に位置決めし、仮置きしてください。

●左図のように、ベースヒータ①を付属のアルミテ
ープ⑨で３ヶ所固定してください。

●再び熱交換器を持ち上げヒータ固定金具②
の凹部を、ベースのドレン穴近傍の凸部に
合わせ下図位置に仮固定し、熱交換器の下
敷となるように位置決めをしてください。

５.　外気温度センサーの取付け
●外気温度センサー④の感知部に貼付けの両面テ
ープ離けい紙をはがし、モーターサポートのフ
ランジ上面を基準に、リード線を下方に向け貼
り付けてください。

●外気温度センサーのリード線を、約40mmの位置
でU曲げし、上下２カ所をバンド③で固定します。
下側のバンドに外気温度センサーの感知部、外気
温度センサーのリード線、ファンモータのリード線
を固定し、上側は外気温度センサーの感知部、フ
ァンモータリード線を固定します。

　尚、ファンモータリード線が外気温度センサー④
の感知部に触れると正確な作動が出来なくなりま
すので、図の様にリード線をモータサポート裏面
に沿って固定してください。

ベースヒータ①ベースヒータ①
ベースヒータ①ベースヒータ①

アルミテープ⑨アルミテープ⑨

アルミ
テープ⑨
アルミ
テープ⑨

アルミ
テープ⑨
アルミ
テープ⑨

ベースヒータ①ベースヒータ①

ヒータ固定金具②ヒータ固定金具②

バンド③バンド③

モータサポートモータサポート

ファンモータリード線ファンモータリード線

外気温度センサー
リード線
外気温度センサー
リード線

基
準

約40mmバンド⑥バンド③
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凍結防止ヒーター : PAC-SJ11BH

●配線名板⑦は下図仕様（基準線、寸法値）
にしたがい貼付けてください。

●配線名板⑦を貼付けた後フィルム⑧を重
ね貼りします。配線名板⑦の外形各辺50
～60位の間隔を保つようにフィルム⑧を
貼付けてください。

７.  配線名板の貼付け ベースヒータ制御部本体⑤の裏側面に配線名板⑦を貼付けます。
尚、配線名板⑦は取外したトップパネル裏側に貼付けてある名板と
同一品（同一形名品）を必ず選んでください。

※配線名板⑦上にフィルム⑧を貼付けの際は、その端部にしわが発生しない様、丁寧に貼付けてください。
　しわ等が発生しますと、その隙間から水が入り込み配線名板⑦、フィルム⑧がはがれやすくなります。

６.　各リード線の固定

●下図のように外気温度センサー、ベースヒータ、ファンモータの各リード線をファスナー⑥で束ねた後、
Uカット部に各リード線を通し、クランプを介して既設のリード線と一緒に固定します。

50
～6
0

50
～6
0

ベースヒータリード線ベースヒータリード線

基
準
線

150～160

配線名板⑨

基
準
線

ファスナー⑥ファスナー⑥

クランプクランプ

Uカット部Uカット部

150～160

配線名板⑦

配線名板⑨配線名板⑦

フィルム⑩フィルム⑧

50～6050～60

ファンモータリード線ファンモータリード線

外気温度センサー
リード線
外気温度センサー
リード線
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凍結防止ヒーター : PAC-SJ11BH

８.    ベースヒータ制御部のリード線

９.    中継接続線の接続

●図はベースヒータ制御部本体⑤を室外機
本体に仮置きした状態を示します。各リ
ード線については次の項に従い誤りのな
いように接続してください。

●次の手順で作業を行ってください。
ⅰ）四方弁コイルと四方弁コイル中継線の白コネクタを外してください。
　  尚、四方弁コイルは白の３ピン端子に赤のリード線、四方弁コイル中継線は白の３ピン端子に黒のリード線が
　  接続されておりますので誤りのないように注意願います。
ⅱ）四方弁コイル、四方弁コイル中継線、ベースヒータ制御部からのリード線をそれぞれ下記にしたがい
　  接続してください。
　※下図については電気品及び回路図を示します。位置関係を把握し誤りのない様にしてください。

右配線図を参考に9～11の作業
（リード線接続作業）を行なって
ください。

☆PAC-SJ11BH　電気配線図

ベースヒータ
制御部

四方弁
コイル3

2
1

3
2
1

3
2
1

3
2
1

3 1

制 御 基 板

 中継接続線

 （四方弁コイル中継線）

白3ピン端子
黒リード線

21S4（緑）

白3ピン端子
赤リード線

ベースヒータ接続
（白コネクター）
ベースヒータ接続
（白コネクター）

電源線接続電源線接続

ベースヒータリード線
（白コネクター）
ベースヒータリード線
（白コネクター）

外気温度センサーリード線
（赤コネクター）
外気温度センサーリード線
（赤コネクター）

外気温度センサー接続
（赤コネクター）
外気温度センサー接続
（赤コネクター）

四方弁コイル中継接続
（白コネクター）
四方弁コイル中継接続
（白コネクター）

四方弁コイル中継線
（黒リード線）
四方弁コイル中継線
（黒リード線）

四方弁コイルリード線
（桃リード線）
四方弁コイルリード線
（赤リード線）

X72 ZNR

X71LD75

LD77

LD76
200V110W

SK3

3 3

U

1 1

CN1
（シロ）

TRS

ヒーター

LD74

LD72

LD73

LD71

3A
X73

X73

X71 X72 F2
R

S

T
250V

200V
50/60Hz

21S4
（ミドリ）21S4

SK1

シロ

アカ

クロ クロ

制御基板

リレー基板

電源
～シロ

ア
カ

ア
カ

SK2

3A 250V

F1

3 3 3

1 1 1

CN4
（シロ）

3 3

1 1

CN3
（シロ）

3 3

1 1

CN2
（アカ）

46

X73 35

8 7

外気温度センサー

※10. 電源線の接続

※11. ベースヒータ、外気温度
　　　　　センサーの接続

※9. 中継接続線の接続
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凍結防止ヒーター : PAC-SJ11BH

●右図のとおり各部品のリード線端子部の色（ベ
ースヒータ：白、外気温度センサー：赤）とベ
ースヒータ制御部から出る同じ色のリード線端
子を接続してください。

１０.  電源線の接続

１１.  ベースヒータ, 外気温度センサーの接続

●ベースヒータ制御部リード線からの電源線
（黒色、白色）をそれぞれ室外ユニット電
源端子台R,S相に現地配線の端子と共締め
してください。

　※端子の向きは、必ず図のように取付けてくだ
　さい。（図は三相機種の場合を示します）

※下図のように、電源線を接続する際は、電
源線をゴムブッシュに通して接続してくだ
さい。

端子の取付けは、緩みのないように確実に締付けてください。また、外力が伝わらないように
確実に固定してください。接続や固定に不備があると、火災の原因になります。

至る
ベースヒータ
制御部本体

ベースヒータ
制御部本体側

電源端子台

外気温度センサー④

ベースヒータ②

ネジ
端子 リード線

黒 白

図1

〈正しい取付け方〉

〈誤った取付け方〉

R S S1 S2 S3T

1 2 3
1 2 3

1 2 3
1 2 3赤コネクタ 白コネクタ

外気温度センサー④の
コネクター
外気温度センサー④の
コネクター

ベースヒータ①のコネクターベースヒータ①のコネクター

ファスナー⑥ファスナー⑥

ゴムブッシュ

電源線

１２.  各リード線の固定

１３.  再組立

●以上のようにベースヒータの取付及び電気配線の接続が確実に行なわれていることを必ず確認してください。
　取外した各々の部品を分解時の逆手順で取付けてください。

室外ユニットの外郭パネル類を確実に取付ける。不備があると、ほこり・水などにより、感電・火災
の原因になります。

●各リード線の接続後に、リード線が冷媒配管等にあたらないよう、ファスナー⑥を使い
　リード線を固定してください。 （１１の図参照）
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使用目的 / 用途

● PUZ-RP40 ～ 63(S)HA10

●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内側下部に発生す
る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトとの併設をおすすめします。

ベースヒーター

ヒーター固定金具

ベースヒーター

ヒーター固定金具

ヒーター固定金具ヒーター固定金具

対象ユニット

形　　名 PAC-SG53BH

凍結防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz
容　　量 110W

保護ヒューズ 3A    250V

制御部
カバー

外形寸法 227 × 124 × 90mm
外　　装 ホワイト
材　　質 耐熱性 ABS

質　　量 3.0㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

電気配線図

５．制御部取付図

3A 250V

リレー基板
　

TRS　

X72

X71

F1

3A 250V
ZNR

LD71 ｱｶLD74

LD75

LD73

LD72

X72X71

X73

CN3

PAC-SG53BHのみ

2
ヒーター　

1

LD76

LD77

制御基板

ｼﾛ

ｸﾛ

ｼﾛ

四方弁
コイル

X73

R

S

X73

CN1

CN2

ｸﾛ

ｼﾛ

ｱｶ ｱｶ

SK2

SK3

2
1

3
2
1

3

ｸﾛ ｸﾛ

ｼﾛ

3

2
1

3

21S4

SK1

F2 50/60Hz
単相　AC200V
電源

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2
CN3

9
0

記号
F1,F2
SK1～SK3
TRS
21S4
ZNR

 　  名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)
ｺﾈｸﾀ(四方弁)

　　名　　称
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ

A B DC

PAC-SG53BH
A
124

B
227

C
36

D
47

取付図（単位：mm）

５．制御部取付図

3A 250V

リレー基板
　

TRS　

X72

X71

F1

3A 250V
ZNR

LD71 ｱｶLD74

LD75

LD73

LD72

X72X71

X73

CN3

PAC-SG53BHのみ

2
ヒーター　

1

LD76

LD77

制御基板

ｼﾛ

ｸﾛ

ｼﾛ

四方弁
コイル

X73

R

S

X73

CN1

CN2

ｸﾛ

ｼﾛ

ｱｶ ｱｶ

SK2

SK3

2
1

3
2
1

3

ｸﾛ ｸﾛ

ｼﾛ

3

2
1

3

21S4

SK1

F2 50/60Hz
単相　AC200V
電源

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2
CN3

9
0

記号
F1,F2
SK1～SK3
TRS
21S4
ZNR

 　  名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)
ｺﾈｸﾀ(四方弁)

　　名　　称
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ

A B DC

PAC-SG53BH
A
124

B
227

C
36

D
47

注）本品を取付ける際は、付属のトップパネルも交換してください。

注意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。

凍結防止ヒーター
● PAC-SG53BH
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凍結防止ヒーター

※取付け前に本説明書をよくお読みください。

取付けの前に

BG79S948H04

三菱電機パッケージエアコン別売部品
室外機用凍結防止ヒータ 取付説明書

●本製品は、厳冬期での室外ユニット熱交換器下部に発生する根氷の抑制対策およびドレン抜穴の氷結による
詰り防止を目的としたものです。

●降雪の多い地域でご使用の際は、防雪ダクトを併設してください。
●ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレンパンとの併用はできません。

別売形名 適用機種

PAC-SG53BH(200V, 110W) 室外ユニット用
インバーターHシリーズ

部品の確認 １.

⑦②ベースヒータ ④ネジ

形  

状

①ドレンカバー ⑧ファスナー③ヒータ固定金具 ⑤バンド ⑥外気温度センサー品番
品名

トップパネル カバー

１set１set １set２個 ２本４本２本

(４×１０)

２個

ベースヒータ
 制御部本体 ⑨配線名板

４枚

⑩フィルム

１枚

この箱の中には、この説明書の他に下記部品が入っていますので、取付け前にご確認ください。

ベースヒータ組込準備３.
次の手順で下図に基づき各々の部品をユニットから取外し、ヒータの組込み準備を行ないます。

❶トップパネルの取外し
 トップパネル取付ネジ(左２本、右１本)を外し、
 上側に持ち上げて取外してください。
❷フロントパネルの取外し
 フロントパネル取付ネジ(前５本、右２本、左２本)を外し、
 前側に引き出し取外してください。
❸モータサポートの取外し
 モータサポート取付ネジ２本を外し、上側に
 持ち上げ熱交換器上部とのはめ合を外して前側に
 引出してください。取外したモータサポートには、
 モータ用リード線が接続されていますので引張りが
 かからない状態でモータサポートを横置きにしてから
 次の作業を行ってください。
❹サービスパネルの取外し
 サービスパネル取付ネジを外し、下側に
 スライドさせてから取外してください。

●室外ユニット本体の元電源が、OFFであることを必ず確認してください。
●ベースヒータ取付の為、多くのネジを取外します。紛失しないようにしてください。
●ホコリ、ゴミ等の除去を充分に行なってください。
●熱交換器本体のフィン部に触れながら作業をする場合がありますので、あらかじめ軍手等の保護具を着用
してください。

２. 取付準備 ※ベースヒータの組込みは室外ユニットを据付ける前に行なっていただく方が容易にできます。

❸

❷
❹

❶

“A”

モータサポート
はめ込部

熱交換器

“A部拡大図”

: PAC-SG53BH
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４. ベースヒータの取付け

●熱交換器本体を持ち上げながらベースの溝
に沿ってベースヒータ②を下図のように位
置決めし、仮置きしてください。(下図参照)

●ヒータ固定金具③の穴部に合わせてベース本体の
穴開け加工を行います(２ヶ所)。穴開け寸法はφ３.０
～φ３.１。穴開け後ネジ④を取付け、ヒータ固定用金
具を固定します。

 (左図は取付けた状態を示します。)

●再び熱交換器を持ち上げヒータ固定金具③
を下図位置に仮固定し、熱交換器の下敷と
なる様奥に押して、位置決めをしてください。

   尚、左側は仮固定した状態、右側は熱交換器
の下敷となった状態を示します。

ベースヒータ②

ベース溝部ベース溝部

ベースヒータ②

ベース溝部ベース溝部
ベースヒータ②

ヒータ固定金具③

ヒータ固定金具③

ネジ④

ベースヒータ②

ベースヒータ②ベースヒータ②

ヒータ固定金具③

ヒータ固定金具③ヒータ固定金具③

ヒータ固定金具③

ネジ④

ネジ④ネジ④

(仮固定の状態)(仮固定の状態)

●次の要領にしたがいドレンカバー①を取付けてください。
１)ドレンカバー①のネジをゆるめて、つめ部が動かせる状態にします。
２)この状態でドレンカバー①を室外ユニット下面側(裏面)よりドレン穴に入
れ、つめ部を動かしながら引っ掛けて仮固定します。

３)室外ユニット下面側(裏面)からドレンカバー①のネジを締め固定します。
※ドレン穴Cには取付け不要つめ部

つめ部
ドレンカバー①

つめ部

つめ部
ドレンカバー①

ネジ ネジ
下面側
(裏面)

(断面形状)

５. ドレンカバーの取付け

●３カ所のドレン穴のうち、ドレン穴Ａ、Ｂについてドレンカバー①を取付けます。
  (左図参照)

室外ユニットを設置した状態でドレン穴から指を入れ、
ヒータに触れる恐れがある場合取付けてください。

ドレン穴Ａ

ドレン穴Ｂ

ドレン穴Ｃドレン穴Ａ

ドレン穴Ｂ

ドレン穴Ｃ

: PAC-SG53BH
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６. モータサポート, ベースヒータリード線の固定

●ベースヒータリード線をバンド⑤(下側)を使用してモータサポートの右
側に固定してください。尚、ファンモータリード線はUカット部に必ず
通してください。
 さらに、ファンモータの右上の個所でファンモータおよびベースヒー
タのリード線をバンド⑤ (上側)を使用して固定してください。

７. 外気温度センサーの取付け

●外気温度センサー⑥の感知部に貼付けの両面テープ離けい紙をはが
し、モーターサポートのフランジ上面を基準に、リード線を下方
に向け貼り付けてください。

●外気温度センサーのリード線を、約４０mmの位置でU曲げし、上下２
カ所をバンド⑤で固定します。下側のバンドに外気温度センサー⑥、
ファンモータ・ベースヒータの各リード線を固定し、上側は外気温度
センサー単体のみを固定します。
尚、ファンモータ、ベースヒータリード線が外気温度センサー⑥の感
知部に触れると正確な作動が出来なくなりますので、図の様に両リー
ド線をモータサポート裏面に沿って固定してください。

モータサポート

ベースヒータリード線

ファンモータリード線

外気温度センサーリード線

バンド⑤(上側)

バンド⑤(下側)

Uカット部

ベースヒータリード線

ファンモータリード線

モータ
サポート

バンド⑤(上側)

バンド⑤(下側)

バンド⑤バンド⑤

Uカット部

ベースヒータリード線

ファンモータリード線

モータ
サポート

モータサポート

ベースヒータリード線

ファンモータリード線

外気温度センサーリード線

基
準

約40mmバンド⑥バンド⑤

外気温度センサー⑥外気温度センサー⑥

８. 各リード線の固定

●外気温度センサー、ベースヒータ、ファンモータの各リード線をファスナ
ー⑧で束ねた後、Uカット部に各リード線を通し、クランプを介して既
設のリード線と一緒に固定します。固定した後、CONT BOXのリード
線押えに通し、位置決めをしてください。

CONT BOXの
リード線押え
CONT BOXの
リード線押え

ファスナー⑧ファスナー⑧

クランプクランプ

Uカット部Uカット部

ユニット前側

ユニット後側

●配線名板⑨は下図仕様(基準線、寸法値) に従い
貼付けてください。

●配線名板⑨を貼付けた後フィルム⑩を重ね貼りし
ます。配線名板⑨の外形各辺15～25位の間隔
を保つようにフィルム⑩を貼ってください。

9. 配線名板の貼付け ベースヒータ制御部本体⑦の裏側面に配線名板⑨を貼付けます。
尚、配線名板⑨は取外したトップパネル裏側に貼付けてある名板と同一品(同一形名品)を必ず選んで
ください。

※配線名板⑨上にフィルム⑩を貼付けの際は、その端部にしわが発生しない様、丁寧に貼付けてください。
  しわ等が発生しますと、その隙間から水が入り込み配線名板⑨、フィルム⑩がはがれやすくなります。

基
準
線

150～160

配線名板⑨

基
準
線

150～160

配線名板⑨

配線名板⑨配線名板⑨

フィルム⑩フィルム⑩

15～2515～25

15
～
25

15
～
25

: PAC-SG53BH
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ベースヒータ制御部のリード線10.

●図はベースヒータ制御部本体⑦を室外機
本体に仮置きした状態を示します。
各リード線については次の項に従い誤り
のないように接続してください。

ベースヒータ接続
(白コネクター)

電源線接続

外気温センサー接続
(赤コネクター)

四方弁コイル中継接続
(白コネクター)

ベースヒータ接続
(白コネクター)

電源線接続

外気温センサー接続
(赤コネクター)

四方弁コイル中継接続
(白コネクター)

配線図を参考に11～13の作業(リード線接続作業)を行なってください。

ヒーター

外気温度センサー

シロ

アカ

クロ

クロ

シロ

シロ

3

SK2

2
1

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1

SK3

SK1

3
2

200V 110W

LD77 F1

F2

R

21S4

CN4CN3

S

LD76

LD75

LD74 LD71

LD72 X73

X73

X73LD73

クロ
クロ

電源
単相 AC200V
50 ／60Hz

※12. 電源線の接続リレー基板

※13. ベースヒータ、外気温度
     センサーの接続

※11. 中継接続線の接続

制御基板

シロ
シロ

アカ

アカ アカ

3A  250V

3A  250V

四方弁
コイル

☆PAC-SG53BH 電気配線図

11. 中継接続線の接続

●次の手順で作業を行ってください。
ⅰ)電気品箱内にある四方弁コイルと四方弁コイル中継線の白コネクターを外してください。
    尚、両者はそれぞれ白の３ピン端子に黒のリード線が接続されておりますので誤りのないように注意願います。
ⅱ)四方弁コイル、四方弁コイル中継線、ベースヒータ制御部からのリード線をそれぞれ下記にしたがい接続してください。
※下図については電気品箱内及び回路図を示します。位置関係を把握し誤りのない様にしてください。

ベースヒータ
制御部

四方弁
コイル3

2
1

3
2
1

3
2
1

3
2
1

3 1

制 御 基 板

 中継接続線

 (四方弁コイル中継線)

白3ピン端子
黒リード線

21S4(緑)

白3ピン端子
黒リード線

四方弁コイル用端子
(白コネクター)
四方弁コイル用端子
(白コネクター)

12. 電源線の接続

●ベースヒータ制御部リード線からの電源線(黒色、白色)をそれぞれ
室外ユニット電源端子台R,S相に現地配線の端子と共締めしてく
ださい。

 ※端子の向きは、必ず図のように取付けてください。(図は三相機
種の場合を示します)

端子の取付けは、緩みのないように確実に締付けてください。また、外力が伝わらないように
確実に固定してください。接続や固定に不備があると、火災の原因になります。

至る
ベースヒータ
制御部本体

電源端子台 ネジ
端子 リード線

黒 白

図1

〈正しい取付け方〉

〈誤った取付け方〉

R S S1 S2 S3T

: PAC-SG53BH
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●各部品のリード線端子部の色(ベースヒータ：白、外気温度センサー：赤)
とベースヒータ制御部から出る同じ色のリード線端子を電気品箱内で接続
してください。
尚、右図は外気温度センサーの端子を接続した状態です。

ベースヒータ, 外気温度センサーの接続13.

ベースヒータ
制御部本体側

外気温度センサー⑥

ベースヒータ②

1 2 3
1 2 3

1 2 3
1 2 3赤コネクター 白コネクター

外気温度センサー⑥のコネクター外気温度センサー⑥のコネクター

各リード線の固定14.

再組立15.

●以上のようにベースヒータの取付及び電気配線の接続が確実に行なわれていることを必ず確認してください。
   取外した各々の部品を分解時の逆手順で取付けてください。

室外ユニットの外郭パネル類を確実に取付ける。不備があると、ほこり・水などにより、
感電・火災の原因になります。

●各リード線の接続後に、ファスナー⑧を使い固定してください。 (左図参照)

ファスナー⑧ファスナー⑧

: PAC-SG53BH
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使用目的 / 用途
●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内部下部に発生す

る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトと併設してください。

ヒーター取付金具ヒーター取付金具

凍結防止ヒーター凍結防止ヒーター

取付ネジ取付ネジ

● PUZ-ZRP80(S)HA11 ● PUZ-ERP80･112(S)HA11
● PUZ-HRP80 ～ 160HA11 ● PUZ-RP80 ～ 280(S)HA10

形　　名 PAC-SH35BH
制御部
カバー

外形寸法 302 × 152 × 90mm

凍結
防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz 外　　装 ホワイト
容　　量 150W 材　　質 耐熱性 ABS
保護ヒューズ 3A    250V 質　　量 4.0㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

対象ユニット

電気配線図

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2

記号
F1,F2

SK1～SK3
TRS
21S4
ZNR

名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)

名　　称
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ

200V 150W

3A 250V

電源
単相 AC200V
50/60HzF2

SK1
21S4
3

1

ｼﾛ

ｼﾛ

ｸﾛ

ｸﾛ

SK3

SK2

ｱｶ ｱｶ

ｼﾛ

ｸﾛ

CN2

CN1

X73
S

R
X73

四方弁
コイル

ｼﾛ

ｸﾛ

2

制御基板

LD77
LD76

3

1

ヒーター　 2

3

1
2

X73

X71 X72
LD72

LD73

LD75

LD74
ｱｶ

LD71

ZNR

3A 250V

F1

X71

X72

TRS
　 リレー基板

　

取付図（単位：mm）

152

90

11.5 302 14

注意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。
・本品を取り付ける際には、付属のトップパネルも交換してください。

凍結防止ヒーター
● PAC-SH35BH
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凍結防止ヒーター : PAC-SH35BH

※取付け前に本説明書をよくお読みください。

取付けの前に

RG79D170H01
（本マニュアル用に変更・修正しています。）

三菱電機パッケージエアコン別売部品
室外機用凍結防止ヒータ 取付説明書

●本製品は、厳冬期での室外ユニット熱交換器下部に発生する根氷の抑制対策およびドレン抜穴の氷結による
詰り防止を目的としたものです。

●降雪の多い地域でご使用の際は、防雪ダクトを併設してください。
●ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレンパンとの併用はできません。

別売形名 適用機種

PAC-SH35BH(200V, 150W) 室外ユニット用
インバーターHシリーズ

１.　部品の確認 

⑥

①ベースヒータ ③ネジ

形　
　

状

形　
　

状

⑦四方弁中継線

②ヒータ固定金具 ④バンド

⑧圧着スリーブ ⑨ファスナー

⑤外気温度センサー品番
品名

トップパネル カバー

１set

１set

１set

１set２個

２個 ５本

７本２本

（４×１０）

品番
品名 ベースヒータ制御部本体

この箱の中には、この説明書の他に下記部品が入っていますので、取付け前にご確認ください。

３.　ベースヒータ組込準備
次の手順で下図に基づき各々の部品をユニットから取外し、ヒータの組込み準備を行ないます。

1ファン機種の場合

サービスパネルの取外し
　前側３本のネジをはずした後、パネルを下方にスライドさせてから取外す。
トップパネルの取外し（取外したトップパネルは使用しません）
　前側２本、後側３本の各ネジを取外した後、上側に持ち上げて取外す。
カバーパネルネジ取外し
　カバーパネルのネジを取外す。
フロントパネルの取外し
　１ファン機種は５本、２ファン機種は６本のネジをそれぞれ取外し、フロントパネルを上方にスライドさせてから前側に引き取外す。
ファン取外し
　ファンの固定ネジを取外し前側に引き出し取外す。
モータサポート取外し
　ファンモータのコネクタを外した後、モータサポート固定ネジ２本を取外し、全体を斜め前方に持ち上げ取外す。

●室外ユニット本体の元電源が、OFFであることを必ず確認してください。
●ベースヒータ取付の為、多くのネジを取外します。紛失しないようにしてください。
●ホコリ、ゴミ等の除去を充分に行なってください。

２.　取付準備 ※ベースヒータの組込みは室外ユニットを据付ける前に行なっていただく方が容易にできます。

2ファン機種の場合2 2

3

3 6
6

4

1

2

3

4

5

6

4

5

5
1 1
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凍結防止ヒーター : PAC-SH35BH

2ファン機種の場合

４.　ベースヒータ取付穴の加工

５.　ベースヒータの取付け

各部品を取り外した後、左図位置にベースヒータ取付用の穴を孔
けてください。取付穴の位置は下表寸法に従い、誤りのないよう
に加工してください。

※上記寸法はモータサポート角穴を基準とした寸法値です。
※取付穴はφ３.０～φ３.１です。

PAC-SH35BH 135
A

21
B

●モータサポートの角穴部中心にベースヒータ
①を仮置きしてください。（下図参照）

●ヒータ取付金具②と固定ネジ③で、ベースヒータ
を固定してください。

●モータサポートにベースヒータリード線をバンド
④を使用して中央１カ所固定してください。

●ベースヒータリード線をファンモータ右上のファン
モータリード線用固定金具の下側にバンド④を使い、
固定してください。（１ファン機種は１カ所固定）

●２ファン機種は左図の様にベースヒータリード線を上下２カ所に
バンド④とファンモータリード線用固定金具で固定してください。

1ファン機種の場合

6.　モーターサポート，ベースヒータリード線の固定

ヒータ取付金具②ヒータ取付金具②

バンド④で固定バンド④で固定

モータサポート
（ネジ止２カ所）
モータサポート
（ネジ止２カ所）

モータサポート
（ネジ止２カ所）
モータサポート
（ネジ止２カ所）

取付ネジ③取付ネジ③

金具

B

角穴
A
B BB

角穴
A AA

バンド④で固定バンド④で固定
バンド④で固定バンド④で固定

金具で固定金具で固定

取付穴取付穴 取付穴取付穴

ベースヒータ①ベースヒータ①

モーターサポート角穴モーターサポート角穴
ヒータ取付穴ヒータ取付穴 ヒータ取付穴ヒータ取付穴

8080 8080
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凍結防止ヒーター : PAC-SH35BH

８.　各リード線の固定

●外気温度センサー、ベースヒータ、ファンモータの各
リード線を、セパレータに取付けられたダクトのUカ
ット部に通し、セパレータのUカット部に押し込んで
ください。トップパネルを組み込んだ際に、パネルと
ダクト、セパレータ間でリード線をはさみ込まないよ
うにしてください。

９.　四方弁コイルリード線加工

●次の手順で作業を行ってください。
ⅰ）電気品箱内にある制御基板内の、四方弁コイル（21S4のコネクター）リード線を取外してください。（加工前参照）
ⅱ）四方弁コイルリード線のコネクター（緑）を切断し、リード線の先端は圧着スリーブ⑧でカシメ固定する為、15mmの皮むきを行なってください。
ⅲ）皮むきをした四方弁コイルリード線、ベースヒータ制御部本体⑥からの皮むきされた赤いリード線、
四方弁中継線⑦をそれぞれ圧着スリーブ⑧でカシメて固定し、電気品箱内に収めます。（上右図、加工後参照）          

右配線図を参考に9～11の作業
（リード線接続作業）をおこなって
ください。

ヒーター

外気温度センサー

シロ

アカ

クロ

クロ

シロ
シロ

3

SK2

2
1

3
2
1

1

SK3

SK1

3
2

200V 150W

LD77 F1

F2

R

ミドリ

21S4

S

LD76

LD75

LD74 LD71

LD72 X73

X73

X73LD73

クロ
クロ

電源
単相　AC200V
50 ／60Hz

※10. 電源線の接続リレー基板

※11. ベースヒータ、外気温度センサーの接続

※9. 四方弁コイルリード線加工

制御基板

シロ
シロ

アカ

アカ アカ

3A  250V

3A  250V

四方弁
コイル

☆電気配線図

７.　外気温度センサーの取付け
●外気温度センサー⑤の感知部に貼付けの
両面テープ離けい紙をはがし、図に示すモ
ーターサポート上部に、リード線を下方に向
け固定してください。

●外気温度センサーのリード線を、約４０mmの
位置でU曲げし、上下２カ所をバンド④で固定
してください。尚、下側のバンド④は外気温度
センサーリード線と一緒に固定してください。

至る
ベースヒータ
制御部本体
（赤リード線）

至る
四方弁コイル

圧着
スリーブ

四方弁
中継線

13
21S4（緑色）

制 御 基 板

セパレータのUカット部セパレータのUカット部

ダクトのUカット部ダクトのUカット部

四方弁
コイル

四方弁
コイル

ベースヒータ
制御本体

四方弁
中継線②

圧着スリーブ⑧

切断
廃却

四方弁
コイル

四方弁
コイル

ベースヒータ
制御本体

四方弁
中継線②

（加工後）（加工前） （加工後）（加工前）

圧着スリーブ⑧

切断
廃却

21S4（緑）21S4（緑）

外気温度センサー⑤外気温度センサー⑤ 外気温度センサー⑤外気温度センサー⑤

約40mm

Ｒ終わり
基準

熱交側から見た図

バンド⑥バンド④
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１0.  電源線の接続
●ベースヒータ制御部リード線からの電源線（黒色、
白色）をそれぞれ室外ユニット電源端子台R,S相に既
設の端子と共締めしてください。
※端子の向きは、必ず図のように取付けてください。

端子の取付けは、緩みのないように確実に締付けてください。また、外力が伝わらないように
確実に固定してください。接続や固定に不備があると、火災の原因になります。

至る
ベースヒータ
制御部本体

電源端子台 ネジ
端子 リード線

黒 白

図1

〈正しい取付け方〉

〈誤った取付け方〉

R S S1 S2 S3T

１１.  ベースヒータ, 外気温度センサーの接続

●各部品のリード線端子部の色とベースヒータ制御部から出る同じ色のリード線端子を電気品箱内で接続してください。

１２.  各リード線の固定

１３.  再組立

●各リード線の接続後に、ファスナー⑨を使い固定してください。 尚、本別売で使用したリード
　線については、全ての機種に対応出来る仕様に長さの設定になっていますので、場合によっては余る
　場合がありますが、適宜リード線を束ね電気品箱内に収めてください。
　各リード線の端子およびコネクタ部は、必ず電気品箱内へ収めてください。

●以上のようにベースヒータの取付及び電気配線の接続が確実に行なわれていることを必ず確認してください。
　取外した各々の部品を分解時の逆手順で取付けてください。
　※プロペラファンは必ず5.7±0.3N・m（57±3kg・cm）のトルクで締付けてください。

室外ユニットの外郭パネル類を確実に取付ける。不備があると、ほこり・水などにより、感電・火災の原因になります。

ベースヒータ
制御部本体側

外気温度センサー⑤

ベースヒータ①

12 3
1 2 3

1 2 3
1 2 3赤コネクタ 白コネクタ

外気温度センサーコネクター（赤色）

配線を電気品箱左側でまとめファスナー⑨で固定

ベースヒータのコネクター（白色）ベースヒータのコネクター（白色）

外気温度センサーコネクター（赤色）

配線を電気品箱左側でまとめファスナー⑨で固定

凍結防止ヒーター : PAC-SH35BH
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使用目的 / 用途
●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内部下部に発生す

る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトと併設してください。

ヒーター取付金具ヒーター取付金具

凍結防止ヒーター凍結防止ヒーター

取付ネジ取付ネジ

● PUZ-ZRP112 ～ 280KA5
● PUZ-ERP140 ～ 280KA5

形　　名 PAC-SJ01BH
制御部
カバー

外形寸法 302 × 152 × 90mm

凍結
防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz 外　　装 ホワイト
容　　量 150W 材　　質 耐熱性 ABS
保護ヒューズ 3A    250V 質　　量 4.2㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

対象ユニット

電気配線図

200V 150W

3A 250V

電源
単相 AC200V
50/60HzF2

SK1
21S4
3

1

ｼﾛ

ｼﾛ

ｸﾛ

ｸﾛ

3

1
2

3

1
2

SK3

SK2

ｱｶ ｱｶ

ｼﾛ

ｸﾛ

CN2

CN1

X73
S

R
X73

四方弁
コイル

ｼﾛ

ｸﾛ

2

制御基板

LD77
LD76

ヒーター
　

X73

X71 X72
LD72

LD73

LD75

LD74
ｱｶ

LD71

ZNR

3A 250V

F1

X71

X72

TRS
　 リレー基板

　

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2

記号
F1,F2

SK1～SK3
TRS
21S4
ZNR

名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)

名　　称
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ

取付図（単位：mm）

152 30531

92

15 10

注意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。
・ 本品を取り付ける際には、付属のトップパネルも交換してください。

凍結防止ヒーター
● PAC-SJ01BH
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凍結防止ヒーター : PAC-SJ01BH
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凍結防止ヒーター : PAC-SJ01BH
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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRP224 ～ 280KA5
● PUZ-ERP224 ～ 280KA5
● PUZ-RP224 ～ 280HA10

● 本品は、P224,P280 形用の高調波対策用アクティブフィルターです。
● 機器から発生する高調波電流を検出し、それを打ち消す極性の電流

を能動的（アクティブ）に発生させます。
アクティブフィルター
PAC-KK51EAC 室外ユニット

開閉器

電源
3～
50/60Hz
200V

基板 室外制御基板5

CN5
CN3S
CN51

TB1
TB-S TB-L

2
3

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

形　　名 PAC-KK51EAC

高調波低減

5 次：3.0％、  7 次：1.8％、
11 次：1.8％、13 次：1.3％、
17 次：1.6％、19 次：1.2％、
23 次：1.4％、25 次：1.1％、

電　　源 定格　三相 200V（50/60Hz）

周囲温度 使用周囲温度：- 20℃～ 45℃
保存周囲温度：- 25℃～ 60℃

定格補償容量 5KVA 外形寸法 W410 × H560 × D210mm
損　　失 250W　※定格負荷時、電源環境により変動あり 質　　量 20㎏

床面設置用架台使用時

A部(2ヵ所)
＜付属品＞
・床面設置用架台板金・・・・・・2個
・架台接続板金・・・・・・・・・1個
・ネジ(架台接続板金取付用)・・・4個
・据付／取扱説明書・・・・・・・1冊
・空調機間信号配線用ｺﾈｸﾀｰ(約15cm配線付)・・・1組

本体制御箱外形図

74
0

21
0

14
0
40

491
45518

30055
1212

56
0

210

53
6

50
0

14 3
7

410
30055

本体制御箱

床面設置用架台

4-12×18長穴

10

9

A

φ1
8

注意

・ 本品は屋内設置構造です。水滴がかからないようご注意ください。
・ 本品の各面は最低150mmは他の機器および壁面と離してください。
・本品を複数台設置する場合には、縦方向に並べることは避けてく

ださい。

高調波対策用アクティブフィルター
● PAC-KK51EAC
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高調波対策用アクティブフィルター
: PAC-KK51EAC

1

Ⅰ
．
据
付
編

三
菱
電
機
エ
ア
コ
ン
 
別
売
部
品

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
 
P
A
C
-K
K
5
1
E
A
C
据
付
・
取
扱
説
明
書

W
T
0
4
9
3
1
X
0
1

1
．
適
用
機
種

本
機
器
の
接
続
可
能
な
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

必
ず
機
器
一
台
に
対
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
１
台
を
接
続
く
だ
さ
い
。

他
の
機
器
へ
の
接
続
可
否
に
関
し
て
は
、
当
社
営
業
窓
口
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

2
．
構
成
部
品

こ
の
機
器
は
以
下
の
部
品
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

部
品
名
 

概
形
図
 

個
数
 

本
体
制
御
B
O
X

 
 

１
 

１
 

１
 

据
付
・
取
扱
説
明
書（
本
書
） 

据
付
・
 

取
扱
説
明
書
 

２
 

１
 

４
 

個
数
 

架
台
接
続
板
金
 

ネ
ジ（
架
台
接
続
板
金
用
Ｍ
ネ
ジ
） 

床
面
設
置
用
架
台
板
金
 

概
形
図
 

部
品
名
 

コ
ネ
ク
タ
ー
配
線（
空
調
機
間
信
号
配
線
用
） 

６
Ｐ
コ
ネ
ク
タ
ー
 

５
Ｐ
コ
ネ
ク
タ
ー
 

３
Ｐ
コ
ネ
ク
タ
ー
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
形
名
 

適
用
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
形
名
 

Ｐ
Ｑ
Ｈ
Ｙ
－
Ｐ
２８
０
Ｍ
－
Ｅ
 

Ｐ
Ｑ
Ｈ
Ｙ
－
Ｐ
４５
０
／
５６
０
Ｓ
Ｍ
－
Ｅ
 

Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｙ
－
Ｐ
２８
０
Ｍ
－
Ｅ
 

Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｙ
－
Ｐ
４５
０
／
５６
０
Ｓ
Ｍ
－
Ｅ
 

M
r.
S
L
IM
機
種｛
Ｍ
Ｐ
Ｕ
(Ｚ
)－
＊
＊
｝※
１
 

※
１
 適
合
機
種
詳
細
は
、別
紙
「
M
r.
S
L
IM
接
続

 

Ｐ
Ａ
Ｃ
－
Ｋ
Ｋ
５１
Ｅ
Ａ
Ｃ
 

 

説
明
書
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

2
1
0

005

065

4
1
0

5
5

41

3
0
0

635

5
5

3
0
0

A
F
基
板
 

IP
M（
A
F
基
板
裏
側
） 

端
子
台（
T
B
-S
） 

A
C
C
T
2

A
C
C
T
1

端
子
台（
T
B
-L
）

 
フ
ェ
ラ
イ
ト
ク
ラ
ン
プ
 

冷
却
フ
ァ
ン
 

前
面

後
面
 

ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
 

主
リ
ア
ク
ト
ル（
Ｌ
4
） 

主
リ
ア
ク
ト
ル（
Ｌ
5
） 

主
リ
ア
ク
ト
ル（
Ｌ
6
） 

主
コ
ン
デ
ン
サ
ー
 

（
C
4
） 

フ
ィ
ル
タ
ー
 

基
板
 

排
気
 

01

2-R
4.5

2
-R
9 2
-R
6

2

3
．
構
造

・
外
形

・
内
部
部
品
配
置
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3

・
Ａ
Ｆ
基
板

・
フ
ィ
ル
タ
ー
基
板

・
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
基
板

4

4
．
据
付
け

据
付
工
事
全
般
に
対
す
る
注
意
事
項

電
気
工
事
に
対
す
る
注
意
事
項

本
体
質
量
は
、
約
２
０
ｋ
ｇ
あ
り
ま
す
。
運
搬
に
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
機
械
室
ま
た
は
盤
内
に
設
置
し
、
専
門
知
識
者
以
外
の
方
が
容
易
に
近
づ
け
る
環
境
に
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

機
器
内
部
に
接
触
し
た
場
合
に
、
機
器
の
損
傷
、
感
電
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」、
「
内
線
規
程
」
お
よ
び
、
据
付
説
明
書
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
気
工
事
は
、
電
気
工
事
士
の
資
格
の
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」「
内
線
規
程
」
お
よ
び
、
据
付
説
明
書
に
従
っ
て
施
工

し
、
必
ず
専
用
回
路
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

電
源
回
路
に
容
量
不
足
や
、
施
工
不
備
が
あ
る
と
、
感
電
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

適
用
機
種
へ
の
接
続
以
外
の
用
途
に
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、
ほ
こ
り
・
水
等
に
よ
り
、
火
災
、
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
局
部
的
に
高
温
と
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
木
材
な
ど
の
可
燃
性
材
料
に
取
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
盤
内
等
の
閉
鎖
空
間
に
設
置
す
る
場
合
に
は
、
製
品
の
周
囲
温
度
が
許
容
温
度
内
に
な
る
よ
う
冷
却
方
式
、
空
間
寸
法
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

許
容
範
囲
を
超
え
る
場
合
は
、
部
品
破
損
、
寿
命
の
低
減
お
よ
び
発
火
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
取
付
方
向
は
縦
長
方
向
と
し
て
く
だ
さ
い
。

部
品
破
損
、
寿
命
の
低
減
お
よ
び
発
火
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
本
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
－
Ｋ
Ｋ
５
１
Ｅ
Ａ
Ｃ
）
は
屋
内
設
置
構
造
で
す
。

雨
な
ど
の
水
滴
が
か
か
ら
な
い
場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

感
電
、
火
災
、
機
器
の
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
Ｄ
種
接
地
工
事
を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
確
実
に
ア
ー
ス
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ス
線
は
、
ガ
ス
管
、
水
道
管
、
避
雷
針
、
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、
感
電
お
よ
び
ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
電
気
品
箱
は
、
サ
ー
ビ
ス
時
に
取
外
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
配
線
は
必
ず
取
外
す
た
め
の
余
裕
を
も
う
け
て
く
だ
さ
い
。

電
源
が
切
れ
て
お
り
、
充
電
部
が
十
分
放
電
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

雨
天
時
機
器
内
に
水
分
が
浸
入
す
る
と
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
作
業
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

ね
じ
類
の
締
め
付
け
は
、
確
実
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

組
立
完
了
後
は
、
作
業
が
確
実
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
再
確
認
し
、
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
た
う
え
で
電
源
投
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
洗
い
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

注
意
注 注
意
注警
告
注

（
a
）
据
付
要
領

据
付
け
に
際
し
、
工
具
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＋
ド
ラ
イ
バ

そ
の
他
：
据
付
固
定
に
必
要
な
工
具

据
付
け
は
、
次
の
手
順
で
行
い
ま
す
。



室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-79

高調波対策用アクティブフィルター
: PAC-KK51EAC

5

（
1
）
壁
面
設
置
(盤
内
設
置
)

・
取
付
方
向
は
下
図
の
と
お
り
縦
置
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

水
平
そ
の
他
の
取
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
壁
面
接
続
に
は
Ｍ
８
ボ
ル
ト
を
使
用
く
だ
さ
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
本
体
は
約
２
０
ｋ
ｇ
で
す
。

壁
面
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
等
の
固
定
基
材
の
強
度
確
保
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
（
現
地
手
配
）

据
付
位
置
は
下
記
(1
),
(2
)よ
り
選
択
く
だ
さ
い
。

下
記
内
容
を
確
認
し
、
正
し
く
設
置
く
だ
さ
い
。

・
本
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
屋
内
設
置
構
造
で
す
。
水
滴
が
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
く
だ
さ
い
。

・
使
用
温
度
範
囲
は
－
２
０
℃
～
４
５
℃
で
す
。
収
納
場
所
が
温
度
範
囲
内
に
収
ま
る
よ
う
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

特
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
定
格
運
転
時
２
５
０
Ｗ
程
度
の
損
失
が
発
生
し
、
周
囲
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
各
面
は
最
低
１
５
０
ｍ
ｍ
は
他
の
機
器
お
よ
び
壁
面
と
離
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
高
温
の
機
器
と
隣
接
さ
せ
る
場
合
に
は
十
分
な
距
離
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
背
面
は
壁
面
に
直
付
け
可
能
で
す
。

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
複
数
台
設
置
す
る
場
合
に
は
、
縦
方
向
に
並
べ
る
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
下
部
吸
込
み
、
上
部
強
制
排
気
と
な
る
た
め
、
上
部
の
機
器
が
熱
せ
ら
れ
、
機
器
の
寿
命
低
下
お
よ
び
破
損
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

注
意
注

3
0
0

635

6

（
2
）
床
面
設
置

・
取
付
方
向
は
下
図
の
と
お
り
縦
置
き
と
し
て
く
だ
さ
い
。

水
平
そ
の
他
の
取
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
床
面
接
続
に
は
Ｍ
８
ボ
ル
ト
を
使
用
く
だ
さ
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
本
体
は
約
２
０
ｋ
ｇ
で
す
。

床
面
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
等
の
固
定
基
材
の
強
度
確
保
に
は
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。（
現
地
手
配
）

・
取
付
時
に
は
ま
ず
、
下
図
の
と
お
り
床
面
に
付
属
の
床
面
設
置
用
架
台
板
金
を
取
付
け
、
続
い
て
架
台
接
続
板
金
に
て
２
個

　
の
床
面
設
置
用
架
台
板
金
を
付
属
の
ネ
ジ
４
本
に
て
接
続
し
ま
す
。

こ
の
状
態
で
、
床
面
設
置
用
架
台
板
金
に
取
付
歪
み
等
な
い
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
あ
ら
か
じ
め
本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
両
側
面

下
部
に
付
属
の
ボ
ル
ト
４
本
を
外
し
た
う
え
で
、
本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
下
図
の
と
お
り
床
面
設
置
用
架
台
板
金
上
に
設
置
し
、

先
ほ
ど
外
し
た
ボ
ル
ト
４
本
で
本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
と
床
面
設
置
用
架
台
板
金
を
接
続
し
ま
す
。

041

4
5
5

ボ
ル
ト
（
４
本
）
 

（
本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
付
属
）
 

付
属
ネ
ジ
（
４
本
）
 

架
台
接
続
板
金
 

床
面
設
置
用
架
台
板
金
 

本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
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Ｔ
 

Ｓ
 

Ｒ
 

Ｔ
 

Ｓ
 

Ｒ
 

Ｔ
Ｂ
－
Ｓ
 

Ｔ
Ｂ
－
Ｌ
 

配
線
系
統
図
（
例
）
 

電
源
配
線
 

空
調
機
用
電
源
配
線
 

ア
ー
ス
配
線
 

開
閉
器
 

電
源
 
3
～
 

5
0
/6
0
Ｈ
z

2
0
0
V

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
 

Ｐ
Ａ
Ｃ
－
Ｋ
Ｋ
５
１
Ｅ
Ａ
Ｃ
 

7

（
b
）
電
源
配
線
方
法

・「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
を
定
め
る
通
商
産
業
省
令
」・
「
内
線
規
程
」
お
よ
び
据
付
説
明
書
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
お
よ
び
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
個
別
に
Ｄ
種
接
地
工
事
を
必
ず
実
施
く
だ
さ
い
。

・
本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
外
部
で
は
、
空
調
機
間
信
号
配
線
（
空
調
機
完
全
連
動
時
に
接
続
)が
電
源
ノ
イ
ズ
を
受
け
な
い
よ
う
電
源

線
と
離
し
て
（
5
ｃ
ｍ
以
上
）
配
線
く
だ
さ
い
。
（
電
源
線
と
空
調
機
間
信
号
配
線
を
同
一
電
線
管
に
い
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
）

・
本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
、
サ
ー
ビ
ス
時
取
外
す
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
配
線
に
は
余
裕
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
配
線
：
電
源
端
子
台
Ｔ
Ｂ
＿
Ｓ
に
電
源
か
ら
の
電
源
配
線
を
接
続
。

空
調
機
用
電
源
端
子
台
Ｔ
Ｂ
＿
Ｌ
か
ら
空
調
機
電
源
端
子
台
に
電
源
配
線
を
接
続
。

Ｄ
種
接
地
工
事
を
実
施
。

＊
必
ず
各
相
の
相
順
を
確
認
く
だ
さ
い
。

主
電
源
お
よ
び
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
配
線
太
さ
と
開
閉
器
容
量

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
設
計
・
工
事
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

基
板
上
設
定
 

空
調
機
間
 

信
号
配
線
 

J
P
1
-2
短
絡
 

J
P
1
-2
オ
ー
プ
ン
 

不
要
 

必
要
 

(現
地
手
配
)

空
調
機
側
 

基
板
設
定
 

不
要
 

必
要
 

異
常
表
示
 

本
体
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
み
 

本
体
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
 

空
調
リ
モ
コ
ン
 

負
荷
電
流
連
動
 

空
調
機
完
全
連
動
 

J
P
1
-2

8

（
c
）
駆
動
方
法
の
選
択

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
運
転
／
停
止
方
法
は
以
下
の
２
種
類
か
ら
選
択
し
、
(d
)項
に
て
設
定
を
実
施
く
だ
さ
い
。

（
1
）
負
荷
電
流
連
動
：
空
調
機
側
接
続
の
電
源
配
線
に
流
れ
る
電
流
を
検
知
し
、
約
８
Ａ
に
て
起
動
、
運
転
後
４
Ａ
以
下
に
て
停
止
す
る
。

（
2
）
空
調
機
完
全
連
動
：
空
調
機
と
直
接
信
号
線
を
接
続
し
、
圧
縮
機
の
運
転
に
連
動
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
運
転
／
停
止
を
実
施

す
る
。

＊
各
方
法
に
は
制
約
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

主
な
設
定
お
よ
び
制
約
(詳
細
設
定
は
4
項
に
示
し
ま
す
。
)

（
d
）
詳
細
設
定

（
1
）
負
荷
電
流
連
動
を
選
択
の
場
合

①
Ａ
Ｆ
基
板
設
定
：
Ａ
Ｆ
基
板
上
J
P
1
-2
に
短
絡
コ
ネ
ク
タ
ー
が
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
く
だ
さ
い
。

（
出
荷
時
、
短
絡
コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
）

②
空
調
機
間
信
号
配
線

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
空
調
機
を
接
続
す
る
信
号
配
線
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

③
空
調
機
側
基
板
設
定

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
け
る
設
定
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
以
上
の
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
調
機
側
接
続
の
電
源
配
線
に
流
れ
る
電
流
を
検
知
し
、
約
８
Ａ
に
て
起
動
、
４
Ａ
以
下

に
て
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
検
知
す
る
異
常
は
空
調
用
リ
モ
コ
ン
に

表
示
し
ま
せ
ん
。
異
常
の
有
無
は
本
体
正
面
窓
か
ら
基
板
上
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示
を
確
認
く
だ
さ
い
。
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J
P
1
-2

9

（
2
）
空
調
機
完
全
連
動
を
選
択
の
場
合

①
Ａ
Ｆ
基
板
設
定
：
出
荷
時
は
Ａ
Ｆ
基
板
上
J
P
1
-2
に
短
絡
コ
ネ
ク
タ
ー
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
調
機
完
全
連
動
の
た
め
、
短
絡
コ
ネ
ク
タ
ー
を
取
外
し
く
だ
さ
い
。

②
空
調
機
間
信
号
配
線

電
気
配
線
図
お
よ
び
次
頁
の
「
コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
配
線
く
だ
さ
い
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
の
空
調
機
間
信
号
配
線
は
付
属
コ
ネ
ク
タ
ー
配
線
（
約
１
５
ｃ
ｍ
）
を
使
用
し
、
機
器
間
の
配
線
は

現
地
手
配
と
し
て
く
だ
さ
い
。
(導
体
断
面
積
0
.1
4
m
m

2
：
A
W
G
2
6
以
上
、
配
線
長
２
０
０
ｍ
以
下
と
す
る
こ
と
)

各
配
線
は
付
属
コ
ネ
ク
タ
ー
配
線
と
の
接
続
部
に
て
絶
縁
処
理
を
確
実
に
実
施
く
だ
さ
い
。

空
調
機
間
信
号
配
線
の
Ａ
Ｆ
基
板
側
は
、
本
体
制
御
Ｂ
Ｏ
Ｘ
下
部
右
の
穴
よ
り
配
線
し
、
３
.構
造
の
内
部
部
品
配
置
図
に
示
し
た

Ａ
Ｆ
基
板
右
に
位
置
す
る
フ
ェ
ラ
イ
ト
ク
ラ
ン
プ
に
２
タ
ー
ン
巻
い
て
か
ら
、
基
板
に
接
続
く
だ
さ
い
。

ま
た
ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
防
止
の
た
め
、
電
源
配
線
と
は
離
し
て
配
線
し
、
同
一
電
線
管
内
に
入
れ
た
り
、
沿
わ
せ
た
り
せ
ず
、

独
立
し
て
配
線
し
て
く
だ
さ
い
。

注
）
M
r.
S
L
IM
機
種
｛
Ｍ
Ｐ
Ｕ
(Ｚ
)－
＊
＊
｝
に
本
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
接
続
す
る
場
合

空
調
機
間
信
号
配
線
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
設
定
等
に
つ
い
て
は
、
別
紙
「
M
r.
S
L
IM
接
続
説
明
書
」
に
従
っ
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

1
0

使
用
入
力
信
号
 

ス
ノ
ー
セ
ン
サ
ー
 

ナ
イ
ト
モ
ー
ド
 

デ
マ
ン
ド
 

コ
ネ
ク
タ
ー
位
置
 

C
N
3
S
 

C
N
3
D
 

C
N
3
D

使
用
ピ
ン
位
置
 

1
-2
ピ
ン
 

1
-2
ピ
ン
 

1
-3
ピ
ン
 

ピ
ン
位
置
変
更
 

な
し
 

な
し
 

2
ピ
ン
 
 
3
ピ
ン
 

部
位
 

設
定
 

室
外
制
御
基
板
S
W
設
定
 

3
-8
 O
N

C
N
5
1
 

接
続
 

C
N
3
D
(C
N
3
S
) 

接
続
 

シ
ロ
 

ア
カ
 

チ
ャ
 

シ
ロ
 

ア
カ
 

チ
ャ
 

先
端
部
の
絶
縁
処
理
は
確
実
に
実
施
く
だ
さ
い
 

閉
端
か
し
め
を
使
用
く
だ
さ
い
 

デ
マ
ン
ド
信
号
を
 

 
使
用
す
る
場
合
 

出
荷
時
の
状
態
 

 ３ ２ １  ３ ２ １

空
調
機
間
信
号
配
線
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
側
の
３
極
コ
ネ
ク
タ
ー
配
線
は
、
ス
ノ
ー
セ
ン
サ
ー
／
ナ
イ
ト
モ
ー
ド
／
デ
マ
ン
ド
の
３

種
類
の
入
力
信
号
の
内
の
１
つ
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
信
号
部
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
用
と
し
て
使
用
す
る
か
に
よ
り
、
下
表
の
よ
う
に
接
続
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
制
御
用
に
使
用
し
た
入
力
信
号
部
の
機
能
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
残
り
の
機
能
は
従
来
通
り
使
用
可
能
で
す
。

※
コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
に
つ
い
て

＊
デ
マ
ン
ド
入
力
信
号
使
用
時
：
空
調
機
間
信
号
配
線
３
極
コ
ネ
ク
タ
ー
の
配
線
つ
な
ぎ
換
え
要
領

デ
マ
ン
ド
入
力
信
号
を
使
用
す
る
際
に
は
、
ピ
ン
位
置
の
変
更
が
必
要
で
す
。
ピ
ン
位
置
の
変
更
は
、
配
線
の
つ
な
ぎ
換
え
に
て
実
施
く
だ

さ
い
（
下
図
参
照
）。

そ
の
際
、
配
線
の
接
続
部
お
よ
び
先
端
部
の
絶
縁
（
テ
ー
ピ
ン
グ
）
処
理
は
確
実
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｃ
Ｎ
５
１
部
の
外
部
出
力
信
号
（
圧
縮
機
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
出
力
お
よ
び
異
常
出
力
）
を
従
来
の
用
途
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、
Ａ
Ｆ

基
板
上
の
Ｃ
Ｎ
５
１
が
渡
り
配
線
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
上
の
Ｃ
Ｎ
５
１
の
代
わ
り
に
Ａ
Ｆ
基
板
上
の
Ｃ

Ｎ
５
１
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
圧
縮
機
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
信
号
に
応
じ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
制
御
す
る
と
共
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
検
知
す
る
異
常
を
リ
モ
コ
ン
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
空
調
機
側
基
板
設
定

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
け
る
設
定
は
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
ず
電
源
投
入
前
に
実
施
）
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Ｒ

Ｔ

１ＴＣＣＡ

Ｌ－ＢＴＳ－ＢＴ

Ｓ

ＢＴ １
)台子端(

Ｒ

Ｔ

Ｓ

Ｌ-ＢＴ
)台子端(

Ｒ

Ｔ

Ｔ

Ｓ

Ｒ

Ｔ

Ｒ

Ｓ-ＢＴ
)台子端(

Ｓ

15NC

1
2
3
4
5

4※動連流電荷負
動連全完機調空

FFO
NO

板基御制トッニユ外室

無
有

線配択選法方
止停/転運 用係連

2-1PJ
板基FA

ﾝﾟﾌｰｵ
絡短

イラェフ プンラクト
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源電
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５ ６／０ ０Ｈｚ
２００Ｖ
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1
2
3

S3NC
カア

D3NC

ＷＳ

NOFFO

1
2
3

お定設るよに法方動起のータルィフブィテクア１※
よお定設と法方動起「表下左はい違の続接びよ

。いさだく照参を」続接び

＞続接びよお定設と法方動起＜

にンコモリの続接機調空、はに合場の動連流電荷負４※
。んせましは示表常異のータルィフブィテクア
。いさだくてっ従に書明説扱取・付据、はWS定設５※

容内と）１ＧＥＳ（示表ＤＥＬ上板基ＦＡ

器電継磁電
ーサンセ流電荷負相Ｔ
ーサンセ流電荷負相Ｒ

)ーラエ期同(数波周F

け抜)４ＮＣ－板基ＦＡ(ータクネコＴＣＣＡ

)続連回２上以kaepA5.26(流電過C
A
9
8
7
5
4
3
2
1

１ＣＭ

電停時瞬
線配誤ＴＣＣＡ

ーラエＭＰＩ

)上以Ｖ852(圧電過源電

)下以Ｖ102(圧電足不線母線直

)上以Ｖ03＋圧電線母御制(圧電過線母流直
)下以Ｖ061(圧電足不源電

容内
0
示表DEL

子端スーア

)板熱放(機動電用機風送２，１ＦＭ

２ＴＣＣＡ
１ＴＣＣＡ

称名号記

)上以Ｖ024(圧電過線母線直

相逆／相欠

Ｃ４

9531

Ｕ

Ｖ

Ｗ

2NC
741

Ａ 板基Ｆ

4NC
7654321

5NC
654321

8NC
1
2
3

1

3

6

15NC
5431

転運急応

Ｍ
～１

＋
 

ＮＰ

EGRAHC

6NC

1DEL

カア

ロシ

オア

Ｖ２

Ｕ２

２Ｗ１Ｗ

Ｖ１

Ｕ１

1NC

Ｃ３

Ｃ１

Ｃ２

1F
V006CA

A03

Ｒ１

ＣＭ １

カア

ロシ

オア

カア

ロシ

オア

531
3NC

MPI

シ
ロシ

ロ

ア
カ

ア
カ

GF

2DEL

NUR

1GES

ータルィフブィテクア
ＫＫ－ＣＡＰ ５１ ＣＡＥ

板基ータルィフ

カア

ロシ

ロク

Ｒ

Ｓ

Ｔ

ズイノ
ータルィフ

板基

ＴＣＣＡ ２

ＴＣＣＡ １

ッニユ外室 箱御制ト

３※
TR

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ３

2F
V006CA

A03 Ｌ６

Ｌ５

Ｌ４

Ｒ２ 1F
V052CA

A2

ＦＭ ２

ＦＭ １

Ｍ
～１

1
1

（
e
）
電
気
配
線
図

1
2

Ⅱ
．
試
運
転
・
サ
ー
ビ
ス
編

1
．
試
運
転

こ
こ
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
部
に
対
す
る
記
載
の
み
し
て
い
ま
す
の
で
、
空
調
機
本
体
に
関
し
て
は
、
各
空
調
機
の

説
明
書
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
a
）
運
転
制
御

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
運
転
中
は
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
流
入
電
流
が
正
弦
波
に
な
る
よ
う
に
制
御
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
運
転
中
は
、
Ａ
Ｆ
基
板
上
の
Ｒ
Ｕ
Ｎ
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
2
）
が
点
灯
し
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
停
止
中
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
な
い
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
と
同
様
の
動
作
と
な
り
ま
す
。

空
調
機
完
全
連
動
を
選
択
し
、
空
調
機
間
信
号
配
線
を
使
用
す
る
場
合
、
運
転
・
停
止
に
係
わ
る
信
号
は
、
以
下
の
よ
う
な

配
線
接
続
の
ゆ
る
み
、
極
性
間
違
い
等
が
な
い
か
今
一
度
確
認
く
だ
さ
い
。

電
源
端
子
と
、
ア
ー
ス
端
子
間
を
5
0
0
V
メ
ガ
ー
で
測
っ
て
、
1
Ｍ
Ω
以
下
の
場
合
は
運
転
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

試
運
転
の
1
2
時
間
以
上
前
に
元
電
源
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

注
意

運
転
指
令
信
号
 

運
転
指
令
 

停
止
指
令
 

Ａ
Ｆ
基
板
Ｃ
Ｎ
５
－
３
Ｐ
 (
＋
)，４
Ｐ
(－
)間
電
圧
 

約
1
2
Ｖ
 

約
0
Ｖ
 

運
転
指
令
信
号（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
Ｃ
Ｎ
５１
の
圧
縮
機
O
N
/O
F
F
出
力
信
号
）

運
転
状
態
信
号
 

Ａ
Ｆ
運
転
中
 

Ａ
Ｆ
停
止
中
 

Ａ
Ｆ
基
板
Ｃ
Ｎ
５
－
１
Ｐ
 (
＋
)，２
Ｐ
(－
)間
電
圧
 

2
～
3
Ｖ
 

約
1
2
Ｖ
 

運
転
状
態
信
号（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
Ｃ
Ｎ
３
Ｄ
／
３
Ｓ
の
デ
マ
ン
ド
/ナ
イ
ト
/ス
ノ
ー
セ
ン
サ
ー
入
力
信
号
）

部
 
 
位
 

コ
ン
タ
ク
タ
ー
(フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
) 

冷
却
フ
ァ
ン
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
制
御
動
作
 

運
転
状
態
信
号
Ｒ
Ｕ
Ｎ（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
２
）

基
本
的
な
動
作
状
態
は
、以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

空
調
機
停
止
中
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

正
常
運
転
中
 

Ｏ
Ｎ
 

Ｏ
Ｎ
 

Ｏ
Ｎ
 

Ｏ
Ｎ
 

異
常
リ
ト
ラ
イ
待
ち
中
 

Ｏ
Ｎ
 

Ｏ
Ｎ
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

異
常
中
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

空
調
機
運
転
中
 

状
態
に
な
り
ま
す
。
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1
3

（
b
）
異
常
表
示

異
常
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
検
知
す
る
も
の
と
、
空
調
機
が
検
知
す
る
も
の
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
負
荷
電
流
連
動
を
選
択
の
場
合
、
空
調
機
に
て
異
常
検
知
お
よ
び
表
示
は
し
ま
せ
ん
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
リ
ト
ラ
イ
機
能
（
最
大
2
回
）
が
あ
り
ま
す
。
上
記
異
常
を
検
知
し
た
場
合
、
約
5
秒
間
停
止
し
た
後
リ
ト
ラ
イ
運
転
を

行
い
ま
す
（
こ
の
時
、
空
調
機
は
停
止
し
ま
せ
ん
）。
リ
ト
ラ
イ
運
転
を
実
施
し
て
も
同
種
の
異
常
が
3
回
連
続
す
る
場
合
（
異
常
猶
予
期
間
は
起
動
後

9
0
秒
間
）、
異
常
停
止
状
態
と
な
り
、
運
転
信
号
状
態
が
「
停
止
」（
＝
空
調
機
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
異
常
検
知
）
と
な
り
ま
す
。

1
度
目
の
異
常
検
知
で
は
異
常
猶
予
と
な
り
、
空
調
機
が
一
旦
全
停
止
し
、
3
分
後
に
再
起
動
を
し
ま
す
。

異
常
猶
予
期
間
は
1
0
分
で
、
猶
予
期
間
中
に
再
度
異
常
検
知
し
た
場
合
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
異
常
停
止
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
リ
モ
コ
ン
に

は
異
常
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、
空
調
機
は
運
転
を
継
続
し
ま
す
。

M
r.
S
L
IM
機
種
の
異
常
表
示
は
、
別
紙
「
M
r.
S
L
IM
接
続
説
明
書
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
c
）
運
転
動
作
確
認

据
付
工
事
時
に
、電
源
相
を
正
し
く
接
続
し
て
お
り
、
異
常
発
報
が
な
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
本
体
よ
り
運
転
音（
シ
ャ
リ

シ
ャ
リ
音
）
が
し
て
い
る
場
合
は
、
正
常
動
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
詳
細
に
調
べ
る
場
合
は
、
運
転
中
に
以
下
の

よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
源
投
入
中
に
は
基
板
そ
の
他
電
気
部
品
に
直
接
手
を
触
れ
な
い
こ
と
。
触
れ
る
場
合
は
必
ず
電
源
を
遮
断
後
1
0
分

以
上
待
ち
、
Ａ
Ｆ
基
板
上
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
1
）
が
消
灯
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
共
に
、Ｉ
Ｐ
Ｍ
の
Ｐ
、

Ｎ
端
子
間
（
Ｐ
1
4
参
照
）
の
充
電
電
圧
が
十
分
低
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
実
施
く
だ
さ
い
。

感
電
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

警
告

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
検
知
異
常
 

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示
） 

 
0
 

 
1
 

 
2
 

 
3
 

 
4
 

 
5
 

 
7
 

 
8
 

 
9
 

 
Ａ
 

 
Ｃ
 

 
Ｆ
 

異
常
内
容
 

 Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
コ
ネ
ク
タ
ー（
Ａ
Ｆ
基
板
－
Ｃ
Ｎ
4
）抜
け
 

電
源
過
電
圧（
2
5
8
V
以
上
） 

電
源
不
足
電
圧（
1
6
0
V
以
下
） 

直
流
母
線
過
電
圧（
制
御
母
線
電
圧
＋
3
0
V
以
上
） 

直
流
母
線
過
電
圧（
4
2
0
V
以
上
） 

直
流
母
線
不
足
電
圧（
2
0
1
V
以
下
） 

ＩＰ
Ｍ
エ
ラ
ー
 

欠
相
／
逆
相
 

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
誤
配
線
 

瞬
時
停
電
 

過
電
流（
6
2
.5
A
p
e
a
k 
2
回
連
続
） 

周
波
数（
同
期
エ
ラ
ー
） 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
検
知
す
る
異
常（
Ａ
Ｆ
基
板
上
Ｌ
Ｅ
Ｄ（
S
E
G
1
）で
の
詳
細
確
認
内
容
） 

M
-N
E
T
系
表
示
異
常
 

 
異
常
猶
予
 

 
異
常
 

異
常
コ
ー
ド
 

Ｏ
Ｃ
－
４１
７１
 

Ｏ
Ｃ
－
４１
２１
 

異
常
内
容
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
異
常
検
知（
上
記
） 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
異
常（
運
転
状
態
信
号
不
整
合
：
コ
ネ
ク
タ
ー
抜
け
等
） 

空
調
機
が
検
知
す
る
異
常（
空
調
機
完
全
連
動
を
選
択
の
場
合
の
み
検
知
） 

1
4

(1
)オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
て
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
タ
ブ
端
子
部
に
て
相
間
電
圧
確
認

波
形
の
相
間
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
小
さ
く
、
電
圧
＝
0
Ｖ
近
傍
に
著
し
い
歪
み
が
な
い
こ
と

(2
)電
流
計
に
て
空
調
機
入
力
電
流
測
定

相
間
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
小
さ
い
こ
と

(3
)電
流
プ
ロ
ー
ブ
＋
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
て
、
空
調
機
入
力
電
流
波
形
確
認

各
相
電
流
波
形
が
ほ
ぼ
正
弦
波
状
で
あ
る
こ
と

(4
)高
調
波
モ
ニ
タ
ー
機
器
（
指
月
電
機
製
：
Ｈ
Ｍ
5
6
0
0
等
）
に
て
空
調
機
入
力
電
流
高
調
波
測
定

相
間
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
小
さ
い
こ
と
。

各
相
電
流
と
も
5
次
高
調
波
歪
み
が
基
本
波
成
分
の
1
0
％
以
下
で
あ
る
こ
と

波
形
モ
ニ
タ
ー
に
て
、
各
相
電
流
波
形
が
ほ
ぼ
正
弦
波
状
で
あ
る
こ
と

（
d
）
応
急
運
転
（
空
調
機
完
全
連
動
を
選
択
の
場
合
の
み
）

Ａ
Ｆ
異
常
無
視
で
は
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
圧
縮
機
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
出
力
信
号
に
応
じ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
動
作
し
ま
す
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

フ
ィ
ル
タ
ー
が
異
常
停
止
し
て
も
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
運
転
を
継
続
し
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
異
常
は
、
通
常
ど
お
り
Ａ
Ｆ
基
板
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
S
E
G
1
）
に
よ
り
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
M
r.
S
L
IM
機
種
の
設
定
S
W
は
、
別
紙
「
M
r.
S
L
IM
接
続
説
明
書
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
故
障
判
定

（
ａ
）
想
定
内
動
作

応
急
運
転
動
作
 

 

Ａ
Ｆ
異
常
無
視
 

Ａ
Ｆ
常
時
運
転
 

Ａ
Ｆ
停
止
 

Ａ
Ｆ
搭
載
設
定
Ｓ
Ｗ
※
 

S
W
3
-8
 Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

S
W
3
-8
 Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

S
W
3
-8
 Ｏ
Ｆ
Ｆ
 

Ｃ
Ｎ
5
1
 

接
続
 

未
接
続
 

未
接
続
 

Ｃ
Ｎ
3
Ｓ
(C
N
3
D
) 

未
接
続
 

未
接
続
 

未
接
続
 

Ａ
Ｆ
基
板
 

Ｃ
Ｎ
8
 

未
接
続
 

1
－
3
Ｐ
短
絡
 

未
接
続
 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
 

応
急
運
転
と
し
て
は
、以
下
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
目
的
に
応
じ
て
、適
用
く
だ
さ
い
。
 

 以
下
の
よ
う
な
動
き
は
、異
常（
想
定
外
動
作
）で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

電
源
投
入
数
秒
後
に
1
秒
程
度
運
転
音
が
 

聞
こ
え
る
 

電
源
投
入
数
分
後
に
数
秒
程
度
運
転
音
が
 

聞
こ
え
る
 

運
転
中
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
音
が
聞
こ
え
る
 

冷
却
フ
ァ
ン
が
回
る
が
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
 

補
償
動
作
し
な
い
 

起
動
時
に
高
調
波
抑
制
量
が
少
な
い
 

負
荷
急
変
時
に
高
調
波
抑
制
量
が
減
少
 

す
る
こ
と
が
あ
る
 

L
E
D
に
異
常
表
示
さ
れ
る
が
 

約
5
秒
後
に
運
転
再
開
す
る
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
停
止
中
も
 

冷
却
フ
ァ
ン
が
回
り
続
け
る
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
A
C
C
T
セ
ン
サ
ー
の
誤
配
線
を
確
認
す
る
た
め
、 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
無
負
荷
運
転
し
ま
す
。
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
接
続
状
態
を
確
認
す
る
た
め
、 

立
ち
上
げ
処
理
時
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
無
負
荷
運
転
し
ま
す
。
 

高
調
波
電
流
に
よ
り
、内
部
の
主
リ
ア
ク
ト
ル
か
ら
音
が
発
生
し
ま
す
。
 

A
C
C
T
セ
ン
サ
ー
の
誤
配
線
を
確
認
す
る
た
め
、電
源
投
入
後
初
め
て
運
転
す
る
時
は
、 

入
力
電
流
が
三
相
平
均
で
2
0
A
rm
s
程
度
流
れ
る
ま
で
、 

補
償
動
作
を
開
始
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

過
渡
的
な
ス
ト
レ
ス
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
制
御
動
作
を
抑
制
し
て
お
り
ま
す
。
 

1
0
秒
程
度
で
通
常
運
転
と
な
り
ま
す
。
 

過
渡
的
な
ス
ト
レ
ス
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
制
御
動
作
を
抑
制
し
て
お
り
ま
す
。
 

1
0
秒
程
度
で
通
常
運
転
と
な
り
ま
す
。
 

内
部
異
常
検
知
に
対
し
、リ
ト
ラ
イ
機
能
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
 

3
回
連
続
し
て
検
知
し
た
場
合
、異
常
停
止
状
態
と
な
り
ま
す
。
 

リ
ト
ラ
イ
停
止
中（
約
5
秒
間
）は
、冷
却
フ
ァ
ン
を
回
し
続
け
ま
す
 

動
 
作
 

原
 
因
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5

（
ｂ
）
異
常
状
態
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

異
常
状
態
は
電
源
を
切
る
前
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
本
体
正
面
窓
か
ら
、
Ａ
Ｆ
基
板
上
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
S
E
G
1
）
表
示
に
よ
り

確
認
で
き
ま
す
。
以
下
の
表
に
よ
り
、
現
象
別
に
上
段
か
ら
順
に
確
認
し
、
対
応
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

分
解
作
業
は
、
電
源
を
切
っ
て
か
ら
1
0
分
以
上
待
っ
て
、
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
1
）
が
消
灯
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
共
に
、
主
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
充
電
電
圧
が
十
分
低
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

警
告

調
査
Ｎ
Ｇ
時
対
応
 

異
常
現
象
 

推
定
原
因
 

調
査
方
法
 

コ
ネ
ク
タ
ー
抜
け
・
接
触
 

コ
ネ
ク
タ
ー
工
作
不
良
 

Ａ
Ｆ
基
板
不
良
 

電
源
環
境
不
良
 

主
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
ず
れ
 

配
線
は
ず
れ
 

コ
ン
タ
ク
タ
ー
不
良
 

突
入
電
流
防
止
抵
抗
不
良
 

Ａ
Ｆ
基
板
不
良
 

主
コ
ン
デ
ン
サ
ー
不
良
 

IP
M
不
良
 

冷
却
フ
ァ
ン
不
良
 

風
路
閉
塞
 

接
触
不
良
 

駆
動
回
路
不
良
 

誤
検
知
・
他
 

電
源
配
線
の
 

欠
相
ま
た
は
逆
相
接
続
 

主
回
路
ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
 

コ
ン
タ
ク
タ
ー
不
良
 

L
E
D
表
示
：
"Ｃ
"に
同
じ
 

電
源
配
線
、A
C
C
T
 

取
付
位
置
不
良
 

A
C
C
T
不
良
 

電
源
環
境
不
良
 

電
源
環
境
不
良
 

Ａ
Ｆ
基
板
不
良
 

IP
M
不
良
 

主
リ
ア
ク
ト
ル
不
良
 

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
不
良
 

誤
検
知
・
誤
動
作
・
他
 

Ｃ
Ｎ
4
接
続
確
認
 

C
N
4
-5
P
,6
P
短
絡
線
確
認
 

再
運
転
 

電
源
電
圧
、瞬
停
確
認
 

接
続
確
認
 

機
器
内
の
配
線
接
続
確
認
 

起
動
時
コ
ン
タ
ク
タ
ー
動
作
音
確
認
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
上
セ
メ
ン
ト
抵
抗
値
 

 
≒
7
5
Ω
 

再
運
転
 

直
流
電
圧
変
動
＜
3
0
Ｖ
 

抵
抗
チ
ェ
ッ
ク（
※
1
）

コ
ネ
ク
タ
ー
は
ず
れ
確
認
 

ロ
ッ
ク
確
認
 

冷
却
フ
ァ
ン
風
路
確
認
 

Ｃ
Ｎ
1
，Ｃ
Ｎ
3
，Ｃ
Ｎ
6
確
認
 

運
転
時
C
N
6
-1
P
,3
P
間
電
圧
な
し
 

再
運
転
 

電
源
接
続
状
態
確
認
 

ヒ
ュ
ー
ズ
両
端
導
通
確
認
 

起
動
時
コ
ン
タ
ク
タ
ー
動
作
音
確
認
 

←
 

電
源
配
線
、A
C
C
T
接
続
 

据
付
説
明
書
確
認
 

抵
抗
チ
ェ
ッ
ク（
※
2
）

再
運
転（
電
源
観
測
）

瞬
停
発
生
確
認
 

－
 

抵
抗
チ
ェ
ッ
ク（
※
1
）

3
つ
の
抵
抗
値
比
較
 

地
絡
確
認
 

抵
抗
チ
ェ
ッ
ク（
※
2
）

再
運
転
 

不
具
合
部
補
修
 

不
具
合
部
補
修
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

－
 

不
具
合
部
補
修
 

不
具
合
部
補
修
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
交
換
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
交
換
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

主
コ
ン
デ
ン
サ
ー
交
換
 

IP
M
交
換
 

不
具
合
部
補
修
 

冷
却
フ
ァ
ン
交
換
 

不
具
合
部
補
修
 

不
具
合
部
補
修
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

不
具
合
部
補
修
 

「
主
回
路
ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
」の
項
目
へ
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
交
換
 

←
 

不
具
合
部
補
修
 

A
C
C
T
交
換
 

個
別
対
応（
電
源
側
）

－
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

IP
M
交
換
 

主
リ
ア
ク
ト
ル
交
換
 

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
交
換
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

4
1
2
1
異
常
 

 
L
E
D
表
示
：
"0
" 

4
1
2
1
異
常
 

L
E
D
表
示
：

 
"1
"，"
2
"，

 
 
"3
"，"
4
"，"
5
"

4
1
2
1
異
常
 

 
L
E
D
表
示
：
"7
"

4
1
2
1
異
常
 

 L
E
D
表
示
：
"8
"

4
1
2
1
異
常
 

 L
E
D
表
示
：
"9
"

4
1
2
1
異
常
 

 
L
E
D
表
示
：
"Ａ
"

4
1
2
1
異
常
 

 
L
E
D
表
示
：
"Ｃ
"

1
6

調
査
Ｎ
Ｇ
時
対
応
 

異
常
現
象
 

推
定
原
因
 

調
査
方
法
 

電
源
環
境
不
良
 

Ａ
Ｆ
基
板
不
良
 

電
源
配
線
の
欠
相
 

主
回
路
ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
 

Ａ
Ｆ
基
板
ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
 

信
号
配
線
コ
ネ
ク
タ
ー
抜
け
 

Ａ
Ｆ
基
板
不
良
・
他
 

地
絡
 

ＩＰ
Ｍ
不
良
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
不
良
 

Ａ
Ｆ
基
板
不
良
 

冷
却
フ
ァ
ン
不
良
 

コ
ン
タ
ク
タ
ー
不
良
 

電
源
回
路
不
良
 

地
絡
 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
側
不
良
 

電
源
不
良
 

ＩＰ
Ｍ
不
良
 

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
不
良
 

主
リ
ア
ク
ト
ル
不
良
 

Ａ
Ｆ
基
板
不
良
 

主
コ
ン
デ
ン
サ
ー
不
良
 

ネ
ジ
緩
み
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
不
良
 

電
源
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
 

ア
ー
ス
接
続
不
良
 

配
線
接
触
不
良
 

ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
不
良
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
不
良
 

電
源
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
 

電
源
周
波
数
確
認
 

 
定
格
±
5
%
以
内
 

－
 

配
線
接
続
確
認
 

ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
確
認
 

ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
確
認
 

C
N
3
D
,C
N
3
S
接
続
確
認
 

電
源
再
立
上
げ
 

対
地
間
抵
抗
＞
1
Ｍ
Ω
 

抵
抗
チ
ェ
ッ
ク（
※
1
）

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
上
Ｃ
膨
ら
み
 

－
 

フ
ァ
ン
、フ
ァ
ン
配
線
地
絡
確
認
 

起
動
時
コ
ン
タ
ク
タ
ー
動
作
音
確
認
 

－
 

対
地
間
抵
抗
＞
1
Ｍ
Ω
 

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
 

電
源
接
続
を
は
ず
し
て
運
転
 

電
源
電
圧
波
形
確
認
 

（
歪
み
、ア
ン
バ
ラ
ン
ス
）

抵
抗
チ
ェ
ッ
ク（
※
1
）

抵
抗
チ
ェ
ッ
ク（
※
2
）

3
つ
の
抵
抗
値
比
較
 

－
 

直
流
電
圧
変
動
＜
3
0
Ｖ
 

各
部
締
付
け
確
認
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
上
Ｃ
膨
ら
み
 

電
源
電
圧
波
形
確
認
 

ア
ー
ス
接
続
確
認
 

配
線
接
続
確
認
 

電
源
電
圧
波
形
確
認
 

電
源
電
圧
波
形
確
認
 

電
源
電
圧
波
形
確
認
 

－
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

不
具
合
部
補
修
 

「
主
回
路
ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
」
の
項
へ
 

「
Ａ
Ｆ
基
板
ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
」
の
項
へ
 

不
具
合
部
補
修
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

不
具
合
部
修
正
 

ＩＰ
Ｍ
交
換
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
交
換
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

冷
却
フ
ァ
ン
交
換
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
交
換
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

不
具
合
部
補
修
 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
側
要
因
 

個
別
対
応（
電
源
）

ＩＰ
Ｍ
交
換
 

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
交
換
 

主
リ
ア
ク
ト
ル
交
換
 

Ａ
Ｆ
基
板
交
換
 

平
滑
コ
ン
デ
ン
サ
ー
交
換
 

不
具
合
部
補
修
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
交
換
 

個
別
対
応（
電
源
）

不
具
合
部
補
修
 

不
具
合
部
補
修
 

ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
－
基
板
交
換
 

フ
ィ
ル
タ
ー
基
板
交
換
 

個
別
対
応（
電
源
）

4
1
2
1
異
常
 

 
L
E
D
表
示
：
"Ｆ
"

4
1
2
1
異
常
 

 
L
E
D
表
示
：
な
し
 

主
回
路
ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
 

Ａ
Ｆ
基
板
ヒ
ュ
ー
ズ
切
れ
 

ブ
レ
ー
カ
遮
断
 

特
性
不
良
 

騒
音
 
 
 （
ビ
ビ
リ
音
）

（
高
周
波
音
）

ノ
イ
ズ
 

（
数
1
0ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
）

（
数
ｋ
Ｈ
ｚ
）
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高調波対策用アクティブフィルター
: PAC-KK51EAC

1
7

※
1
Ｉ
Ｐ
Ｍ
の
故
障
判
定

Ｉ
Ｐ
Ｍ
の
各
端
子
間
の
抵
抗
値
を
テ
ス
タ
ー
に
て
測
定
し
、
そ
の
値
よ
り
故
障
を
判
定
し
ま
す
。

測
定
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

・
測
定
の
際
は
、
極
性
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
一
般
に
テ
ス
タ
ー
は
抵
抗
測
定
で
は
黒
が
プ
ラ
ス
側
に
な
り
ま
す
）

・
完
全
な
オ
ー
プ
ン
（
∞
Ω
）
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
（
～
0
Ω
）
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
に
着
目
し
て
く
だ
さ
い
。

・
測
定
抵
抗
値
と
し
て
は
、
数
値
は
目
安
で
あ
り
、
少
々
の
逸
脱
は
問
題
と
し
ま
せ
ん
。

・
複
数
の
同
一
測
定
ポ
イ
ン
ト
間
で
、
他
と
倍
・
半
分
以
上
外
れ
て
い
な
け
れ
ば
O
K
と
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
す
る
テ
ス
タ
ー
の
制
約

・
内
部
電
池
が
1
.5
V
以
上
あ
る
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
乾
電
池
式
の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
測
定
に
は
極
力
低
抵
抗
を
測
定
す
る
レ
ン
ジ
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

※
2
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
故
障
判
定

Ｃ
Ｎ
4
コ
ネ
ク
タ
ー
を
外
し
、
端
子
間
抵
抗
チ
ェ
ッ
ク
：
1
1
0
Ω
±
2
0
Ω

1
－
2
p
in
間
（
Ｕ
相
）

3
－
4
p
in
間
（
Ｗ
相
）

Ｐ
 

Ｎ
 

Ｕ
 

Ｖ
 

Ｗ
 

－
 

－
 

∞
 

∞
 

∞
 

－
 

－
 

5
～
2
0
0
Ω
 

5
～
2
0
0
Ω
 

5
～
2
0
0
Ω
 

5
～
2
0
0
Ω
 

∞
 

－
 

－
 

－
 

5
～
2
0
0
Ω
 

∞
 

－
 

－
 

－
 

5
～
2
0
0
Ω
 

∞
 

－
 

－
 

－
 

P
N

U
V

W
赤（
－
） 

黒（
＋
） 

 ＜
テ
ス
タ
ー
・
チ
ェ
ッ
ク
時
抵
抗
値（
目
安
）＞
 

外
形
図
 

上
面
図
 

W
V

U

P N

1
8

Ⅲ
．
仕
様
編

1
．
製
品
仕
様

※
1
「
高
圧
ま
た
は
特
別
高
圧
で
受
電
す
る
需
要
家
の
高
調
波
抑
制
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
け
る
回
路
分
類
K
3
3
を
意
味
す
る
。

※
2
弊
社
空
調
機
に
接
続
し
た
場
合
の
電
源
高
調
波
発
生
量
は
、
別
途
配
布
の
『
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
に
お
け
る
電
源
高
調
波
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
参
照
く
だ
さ
い
。

（
ａ
）
使
用
環
境
 

項
 
目
 

電
 
源
 

周
囲
温
度
 

許
 
容
 
範
 
囲
 

定
格
 
三
相
2
0
0
Ｖ
 （
5
0
／
6
0
Ｈ
ｚ
） 

（
1
）使
用
周
囲
温
度
 

：
 
－
2
0
℃
～
4
5
℃
 

（
2
）保
存
温
度（
電
源
非
接
続
）：
 
－
2
5
℃
～
6
0
℃
 

（
ｃ
）
適
用
負
荷
 

 
イ
ン
バ
ー
タ
部
 

項
 
目
 

定
格
負
荷
 

規
 
格
 
値
 

1
3ｋ
Ｗ
 

単
位
 

ｋ
Ｗ
 

備
 
考
 

1
3ｋ
Ｗ
を
超
え
る
負
荷
で
は
高
調
波
抑
制
率
が
低
下
し
ま
す
。
 

（
ｂ
）
仕
様
 

項
 
目
 

 
 
定
格
補
償
容
量
 

 
 
高
調
波
低
減
 

    
 
損
失
 

  
 
外
形
寸
法
 

  
 
製
品
質
量
 

単
位
 

Ｖ
Ａ
 

％
    Ｗ
  

ｍ
ｍ
 

 

ｋ
ｇ
 

 

1
 

2
 

   3
 

 4
 

 5

 
仕
 
様
 
値
 

5
Ｋ
Ｖ
Ａ
 

5
次
 
：
3
.0
 
 
7
次
 
：
1
.8
 

1
1
次
 
：
1
.8
 
 
1
3
次
 
：
1
.3
 

1
7
次
 
：
1
.6
 
 
1
9
次
 
：
1
.2
 

2
3
次
 
：
1
.4
 
 
2
5
次
 
：
1
.1
 

2
5
0
Ｗ
 

 Ｗ
4
1
0
×
Ｈ
5
6
0
×
Ｄ
2
1
0
 

（
床
置
き
支
え
板
除
く
） 

2
0ｋ
ｇ
 

 
備
 
考
 

 対
基
本
波
電
流
％
 

K
3
3
相
当（
※
1
）の
回
路
で
(ｃ
)の
定
格
負
荷
時
 
 

電
源
環
境
に
よ
り
変
動
あ
り
 

 定
格
負
荷
時
 

電
源
環
境
に
よ
り
変
動
あ
り
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使用目的 /用途

【PAC-SG81DR : 液管φ6.35 用】

● PUZ-ZRP40 ～ 63(S)KA5
● PUZ-ERP40 ～ 63(S)KA5
● PU-CRP40 ～ 63(S)KA5
● PU(Z)-RP40 ～ 63(S)HA10

●“配管用ドライヤ”は、冷媒配管内の水分などを取り除き、毛細管詰まり・圧
縮機の故障を防止するために取り付ける部品です。

● 水分混入量等、冷媒回路内の汚れが非常に多いと指定された場合は、1 シー
ズン経過後ドライヤ交換が必要です。（水分吸着量は 3 ～ 7cc）

ガス管 

液管 拡大図

接続パイプ(液側)

①配管ドライヤ③断熱材

室外機 

 

対象ユニット

外形図（組立図）（単位：mm）

形　名
PAC-SG81DR
PAC-SG82DR

接続部
1/4(φ6.35)フレア
3/8(φ9.52)フレア

Ａ
122±1.6
151±1.6

Ｂ
76±1.5
97±1.5

Ｃ
φ67±0.8
φ67±0.8

PAC-SG85DR 1/2(φ12.7)フレア 177±1.6 117±1.5 φ80±0.8

Ａ

Ｂ

Ｃ

【PAC-SG82DR : 液管φ9.52 用】

● PUZ-ZRP80 ～ 224(S)HA11/KA5
● PUZ-ERP80 ～ 224(S)HA11/KA5
● PU-CRP80 ～ 160(S)HA11/KA5
● PU(Z)-RP80 ～ 224(S)HA10

形　　名 PAC-SG81DR PAC-SG82DR PAC-SG85DR
配管サイズ 液側　φ6.35 フレア 液側　φ9.52 フレア 液側　φ12.7 フレア
適用冷媒 R407C　/　R410A

仕　様

【PAC-SG85DR : 液管φ12.7 用】

● PUZ-ZRP280KA5
● PUZ-ERP280KA5
● PUZ-RP280HA10

注意
・本品は冷媒配管の液側（細い方）途中にフレア接続にて取り付けてください。

配管用ドライヤ
●PAC-SG81DR　●PAC-SG82DR

● PAC-SG85DR
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配管用ドライヤ
: PAC-SG81DR, SG82DR, SG85DR

形
 
 
 
名
 

P
A
C
-S
G
81
D
R
 液
管
外
径
φ
6.
35
用
 

P
A
C
-S
G
82
D
R
 液
管
外
径
φ
9.
52
用
 

P
A
C
-S
G
85
D
R
 液
管
外
径
φ
12
.7
用
 

据
付
け
前
に
必
ず
室
外
ユ
ニ
ット
に
付
属
さ
れ
て
い
る
 

据
付
工
事
説
明
書
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

取
付
要
領（
下
記
の
説
明
を
よ
く
読
ん
で
組
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 ）
 

 )
 （

ご
注
意
 
１
）
 こ
の
別
売
部
品
は
、
冷
媒
配
管
内
の
水
分
を
取
り
除
き
圧
縮
機
の
故
障
を
防
止
す
る
た
め
に
取
付
け
る
部
品
で
す
。
 

た
だ
し
、
水
分
混
入
量
等
冷
媒
回
路
内
の
汚
れ
が
非
常
に
多
い
と
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
１
シ
ー
ズ
ン
経
過
後
ド
ラ
イ
ヤ
 

交
換
が
必
要
で
す
。
（
水
分
吸
着
量
は
３
～
７
cc
）
 

２
）
 配
管
ド
ラ
イ
ヤ
は
、
冷
媒
配
管
の
液
側
の
途
中
に
フ
レ
ア
接
続
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

３
）
 配
管
ド
ラ
イ
ヤ
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
外
へ
の
取
付
け
が
可
能
で
す
。
 

  
 
ユ
ニ
ッ
ト
内
へ
の
取
付
け
の
場
合
は
、
取
付
け
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
場
合
の
み
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
の
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。  

①
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
 

1ケ
 

②
接
続
パ
イ
プ
 

P
A
C
-S
G
81
D
R（
φ
6.
35
用
） 

P
A
C
-S
G
82
D
R（
φ
9.
52
用
） 

の
場
合
 

P
A
C
-S
G
85
D
R（
φ
12
.7
用
） 

の
場
合
 

 
ケ1

 
ケ 1

ま
た
は
 

③
断
熱
材
 

1ケ
 

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品
 

配
管ド
ラ
イヤ

（
代
替
フ
ロ
ン
用
）
据
付
工
事
説
明
書
 

1
 
取
付
準
備
 

）
室
外
機
の
パ
ネ
ル
取
外
し
、
冷
媒
配
管
及
び
、
真
空
引
き
等
の
要
領
は
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

）
パ
ネ
ル
取
外
し
 

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
と
カ
バ
ー
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

）
配
管
接
続
 

●
配
管
を
曲
げ
る
際
、
曲
げ
R
（
R
10
0～
R
15
0）
を
充
分
に
と
り
、
折
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
配
管
は
圧
縮
機
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。
（
異
音
、
振
動
の
原
因
に
な
り
ま
す
）
 

●
現
地
対
応
の
接
続
パ
イ
プ
は
フ
レ
ア
加
工
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
フ
レ
ア
シ
ー
ト
面
に
冷
凍
機
油
（
現
地
手
配
）
を
薄
く
塗
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

フ
レ
ア
形
状
 

45
±゚
 2
 ゚

フ
レ
ア
シ
ート
面
全
周
に
 

冷
凍
機
油
を
塗
布
 

R0
.4
～
R0
.8

φA
90±゚ 0.5 ゚

冷
凍
機
油
 
塗
布
位
置
 

銅
管
外
径（
m
m
） 

締
付
力
N・
m （
kg
f-c
m
） 

〈
ト
ル
ク
レ
ン
チ
に
よ
る
適
正
な
締
付
力
〉 

φ
6.
35

14
～
18
（
14
0～
18
0） 

φ
9.
52

34
～
42
（
34
0～
42
0） 

φ
12
.7

49
～
61（
49
0～
61
0）
 

銅
管
外
径（
m
m
） 

フ
レ
ア
部
加
工
寸
法
φ
A （
m
m
） 

φ φ φ

6.
35

8.
7～
9.
1

9.
52

12
.8
～
13
.2

12
.7

16
.2
～
16
.6

パ
イ
プ
径
 

（
m
m
） 

B
寸
法（
m
m
）  

R
41
0A
フ
レ
ア
ツ
ー
ル
 
Ｒ
22
・Ｒ
40
7Ｃ
フ
レ
ア
ツ
ー
ル
 

ク
ラ
ッ
チ
式
 

B

ダ
イ
ス
 

φ  
 6
.35
（
1/
4”
） 

※
従
来
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
冷
媒
R
41
0A
用
の
フ
レ
ア
加
工
を
す
る
場
合
は
、上
表
を
参
考
に
加
工
 

 
し
て
く
だ
さ
い
。 出
し
代
調
整
用
の
銅
管
ゲ
ー
ジ
を
使
用
す
れ
ば
、B
寸
法
が
確
保
で
き
ま
す
。 

0～
0.
5

1.
0～
1.
5

φ 
 9
.52
（
3/
8”
） 

0～
0.
5

1.
0～
1.
5

φ 
 1
2.7
（
1/
2”
） 

0～
0.
5

1.
0～
1.
5

銅
管
 

 

3 4
 
試
運
転
 

）
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
試
運
転
を
行
な
い
、
ガ
ス
洩
れ
チ
ェ
ッ
ク
、
運
転
チ
ェ
ッ
ク
を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
 

以
上
で
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
の
取
付
け
は
完
了
で
す
。
元
通
り
に
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
等
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

R
G
79
N
50
5H
01

2
 
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
の
取
付
け
 

）
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
を
ユ
ニ
ッ
ト
内
に
取
付
け
る
場
合
に
は
、
ス
ペ
ー
ス
に
応
じ
て
〈
図
1,
図
2〉
を
参
照
し
ド
ラ
イ
ヤ
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
ま
た
、
ド
ラ
イ
ヤ
取
付
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
所
に
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
外
の
取
付
け
と
な
り
ま
す
。
〈
図
3〉
 

）
ユ
ニ
ッ
ト
外
へ
取
付
け
る
場
合
は
延
長
配
管
の
任
意
の
場
所
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
接
続
パ
イ
プ
は
現
地
に
て
製
作
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

）
断
熱
工
事
（
つ
ゆ
垂
れ
防
止
）
 

●
ド
ラ
イ
ヤ
取
付
後
、
ド
ラ
イ
ヤ
部
分
に
断
熱
材
を
巻
き
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
※
断
熱
材
の
継
目
に
は
テ
ー
ピ
ン
グ
を
施
し
て
隙
間
が
生
じ
な
い
よ
う
に
施
行
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
そ
の
他
配
管
部
分
も
断
熱
材
を
巻
き
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
は
、
必
ず
液
側
配
管
（
細
い
方
）
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

バ
ル
ブ（
液
側
） 

①
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
 

②
接
続
パ
イ
プ
 

③
断
熱
材
 

バ
ル
ブ（
液
側
）  

室
外
機
底
面
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ ト
穴
の
位
置
に
 

注
意
し
て
、P
IP
Eの
取
付
け
向
き
を
調
整
し
 

て
く
だ
さ
い
。 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
を
ユ
ニ
ット
内
ま
た
は
、  

ユ
ニ
ット
外
へ
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
取
付
図〈
図
1〉
 

（
ユ
ニ
ット
内
取
付
） 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
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使用目的 /用途

● PUZ-ZRP40 ～ 63(S)KA5
● PUZ-ERP40 ～ 63(S)KA5
● PU-CRP40 ～ 63(S)KA5

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

配線要領

50/60Hz

電源
単相200V

室外ユニット

1

2

TB1

補助リレー

R S T S1 S2 S3

6
5
7

4

3
8

4

5 1

2

3

CN1
1

CN51

2

3

室外制御基板

給水口

251

224
(取付寸法)

(取付寸法)

200

アース端子

250(取付必要寸法)

180 19

152.5

電源ケーブル長 2150

(本体からの取出し寸法)

軟質ホースまたは硬質塩ビ管VP-13接続

4-φ3.6±0.05ヌキ穴(天面パネル穴あけ)

303
51

170

7
7

9
1

3
6

5
8
4

8
2
.
3
(
取
付

寸
法
)

形　　名 PAC-SJ12ESS
電源供給 AC200V 50/60Hz

ノズル口数 1 ヶ

使用可能給水範囲
水道水のみ　水圧：0.14 ～ 0.25MPa（給水管ホースの場合）

/0.14 ～ 0.3MPa（硬質塩ビ管の場合）
水温：10 ～ 30℃

水道供給用接続パイプ径 軟質ホース　内径 15mm / 硬質ホース　VP13

●“散水キット”は、夏場の室外ユニット過負荷対策および冷房時の省エネルギー
を目的とした部品です。

● 外気温に応じ、室外ユニットの吸込口に水を噴霧し、室外ユニットの高圧カッ
トによる冷房能力低下を解消します。

● 本品は安全ネットとの併用はできません。
● 噴霧した水がケーシングやフィンに当たり、水滴となって室外ユニット周辺

に飛散したり、フィンおよびケーシングに付着した噴霧水が室外ユニットの
ドレンパンに落ち、排水穴から排水されますので地面を濡らします。

注意
・冬期に水系統内の水が凍結し、破損する恐れがありますので、冷房シーズン

オフには必ず水系統内の水抜きをしてください。
・給水は必ず水道水を使用してください。水温は 10 ～ 30℃でご使用ください。

消費電力削減値

◎平常／過負荷モードの切換え、および散水時間の切換えは基板上のDIPスイッチで切換えます。

性能値は水道水、水圧0.15MPa, 水温20℃, 200Vでのデータ（散水時）を示します。
（室外機形名　PAC-SJ12ESS ： P63形の場合）

* 消費電力削減値は周波数一定の場合を示します。

運転モード

散水時間
性能値形　名

PAC-SJ12ESS 0.17kW
(12.0%) 6.6 ℓ/h 0.19kW

(13.5%) 13.2 ℓ/h 0.20kW
(14.0%) 6.6 ℓ/h 0.25kW

(17.6%) 13.2 ℓ/h

消費電力削減値
(　)は率を示す

15秒/5分サイクル

平常モード（外気温度：32℃, ON） 過負荷モード（外気温度：40℃, ON）

30秒/5分サイクル 15秒/5分サイクル 30秒/5分サイクル

使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値

(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量

室外ユニット

散水キット

散水キット	
●PAC-SJ12ESS
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（本マニュアル用に変更・修正しています）
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散水キット: PAC-SJ12ESS
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散水キット: PAC-SJ12ESS
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散水キット: PAC-SJ12ESS
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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRP80(S)HA11
● PUZ-ERP80 ～ 112(S)HA11
● PU-CRP80 ～ 112(S)HA11
● PU(Z)-RP40 ～ 160(S)HA10

●“散水キット”は、夏場の室外ユニット過負荷対策および冷房時の省エネルギー
を目的とした部品です。

● 外気温に応じ、室外ユニットの吸込口に水を噴霧し、室外ユニットの高圧カッ
トによる冷房能力低下を解消します。

● 本品は安全ネットとの併用はできません。
● 噴霧した水がケーシングやフィンに当たり、水滴となって室外ユニット周辺

に飛散したり、フィンおよびケーシングに付着した噴霧水が室外ユニットの
ドレンパンに落ち、排水穴から排水されますので地面を濡らします。

散水キット

室外ユニット

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

変化寸法表 配線要領
（一定速機種用）

ＭＣ

52Ｃ

ＣＮ１単相200Ｖ
電源

50/60Ｈｚ 3
2
1

散水キット

Ｒ

電
磁
接
触
器

Ｓ Ｔ

室外ユニット

(圧縮機)

ＣＮ１単相200Ｖ
電源

50/60Ｈｚ 3
2
1

散水キット

室外制御基板

ＳＳ
3
2
1

（インバータ機種用
 (補助リレー未使用時)）

（インバータ機種用
 (補助リレー使用時)） 50/60Hz

電源
単相200V

室外ユニット

1

2

TB1

補助リレー

R S T S1S2S3

6
5
7

4
3
8

4
5 1

2
3
CN1

1
CN51

2
3

室外制御基板

ユニット形態 能力クラス A
PUZ-
ZRP,ERP,CRPタイプ

PUZ-RPタイプ

40～63
80･112
40～63
80･112
140･160

567
902
567
699
902

B
149
183
149
183
183

152.5250
(取付必要寸法) 19

180

電源ケーブル長 2150

給水口

アース端子

4-φ3.6±0.05ヌキ穴(天面パネル穴あけ)
Ｅタイプは4-φ3.5±0.03ヌキ穴

200

224
(取付寸法)

277.8(取付寸法) Ｂ

303
51

軟質ホースまたは硬質塩ビ管VP-13接続

Ａ

3
6

9
1

7
7

8
2
(取
付
寸
法
)

(本体からの取出し寸法)

形　　名 PAC-SH36ESS
電源供給 AC200V 50/60Hz

ノズル口数 1 ヶ

使用可能給水範囲
水道水のみ　　水圧：0.14 ～ 0.25MPa（給水管ホースの場合）

/0.14 ～ 0.3MPa（硬質塩ビ管の場合）
水温：10 ～ 30℃

水道供給用接続パイプ径 軟質ホース　内径 15mm / 硬質ホース　VP13

消費電力削減値

◎平常／過負荷モードの切換え、及び散水時間の切換えは基板上のDIPスイッチで切換えます。

性能値は水道水、水圧0.15MPa, 水温20℃, 200Vでのデータ（散水時）を示します。
（室外機形名　PAC-SH36ESS：PUZ-RP80HA）

運転モード

散水時間
性能値形　名

PAC-SH36ESS 0.20kW
(12.0%) 6.6 ℓ/h 0.22kW

(13.5%) 13.2 ℓ/h 0.23kW
(14.0%) 6.6 ℓ/h 0.29kW

(17.6%) 13.2 ℓ/h

消費電力削減値
(　)は率を示す

15秒/5分サイクル

平常モード（外気温度：32℃, ON） 過負荷モード（外気温度：40℃, ON）

30秒/5分サイクル 15秒/5分サイクル 30秒/5分サイクル

使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値

(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量

注意
・冬期に水系統内の水が凍結し、破損する恐れがありますので、冷房シーズン

オフには必ず水系統内の水抜きをしてください。
・給水は必ず水道水を使用してください。水温は 10 ～ 30℃でご使用ください。

散水キット	
● PAC-SH36ESS
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散水キット: PAC-SH36ESS
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散水キット: PAC-SH36ESS
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散水キット: PAC-SH36ESS
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使用目的 / 用途

● PUZ-HRP80 ～ 160HA11
● PUZ-RP224・280HA10

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

Ａ Ｂ変化寸法

能力クラス
ユニット形態

90～160

1216

1230

1208

ＥＧ/ＥＫタイプ

変化寸法表

PU(H)の場合

90～112 125～160

213

212

230

263

277

290

ＦＡ/ＦＫタイプ

ＧＡ(Ｍ)タイプ

Ａ Ｂ変化寸法

能力クラス
ユニット形態

PUZの場合

112

2901208ＧＡタイプ

Ａ Ｂ変化寸法

能力クラス
ユニット形態

(M)PUZの場合

112～160

1831309ＨＡタイプ

配線要領

（一定速機種用）

152.5250(取付必要寸法)

19180

電源ケーブル長 2750

給水口

アース端子

4-φ3.6±0.05ヌキ穴(天面パネル穴あけ)
ＥＫ(Ｇ)シリーズは4-φ3.5±0.03ヌキ穴

200

224(取付寸法)

277.8(取付寸法) Ｂ

303
51

軟質ホースまたは硬質塩ビ管VP-13接続

(本体からの取出し寸法)

Ａ
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ＭＣ

52Ｃ

ＣＮ１単相200Ｖ
電源

50/60Ｈｚ 3
2
1

散水キット

Ｒ

電
磁
接
触
器

Ｓ Ｔ

室外ユニット

(圧縮機)

ＣＮ１単相200Ｖ
電源

50/60Ｈｚ 3
2
1

散水キット

室外制御基板

ＳＳ
3
2
1

（インバータ機種用
 (補助リレー未使用時)）

（インバータ機種用
 (補助リレー使用時)） 50/60Hz

電源
単相200V

室外ユニット

1

2

TB1

補助リレー

R S T S1S2S3

6
5
7

4
3
8

4
5 1

2
3
CN1

1
CN51

2
3

室外制御基板

形　　名 PAC-SG71ESS
電源供給 AC200V 50/60Hz

ノズル口数 2 ヶ

使用可能給水範囲
水道水のみ　水圧：0.14 ～ 0.25MPa（給水管ホースの場合）

/0.14 ～ 0.3MPa（硬質塩ビ管の場合）
水温：10 ～ 30℃

水道供給用接続パイプ径 軟質ホース　内径 15mm / 硬質ホース　VP13

散水キット

室外ユニット
●“散水キット”は、夏場の室外ユニット過負荷対策および冷房時の省エネルギー

を目的とした部品です。
● 外気温に応じ、室外ユニットの吸込口に水を噴霧し、室外ユニットの高圧カッ

トによる冷房能力低下を解消します。
● 本品は安全ネットとの併用はできません。
● 噴霧した水がケーシングやフィンに当たり、水滴となって室外ユニット周辺

に飛散したり、フィンおよびケーシングに付着した噴霧水が室外ユニットの
ドレンパンに落ち、排水穴から排水されますので地面を濡らします。

注意
・冬期に水系統内の水が凍結し、破損する恐れがありますので、冷房シーズン

オフには必ず水系統内の水抜きをしてください。
・給水は必ず水道水を使用してください。水温は 10 ～ 30℃でご使用ください。

消費電力削減値

◎平常／過負荷モードの切換え、及び散水時間の切換えは基板上のDIPスイッチで切換えます。

性能値は水道水、水圧0.15MPa, 水温20℃, 200Vでのデータ（散水時）を示します。
（室外機形名　PAC-SG71ESS：PUZ-RP160HA）

運転モード

散水時間
性能値形　名

PAC-SG71ESS 0.41kW
(10.3%) 10.5 ℓ/h 0.52kW

(13.0%) 21.1 ℓ/h 0.58kW
(14.5%) 10.5 ℓ/h 0.72kW

(18.0%) 21.1 ℓ/h

消費電力削減値
(　)は率を示す

15秒/5分サイクル

平常モード（外気温度：32℃, ON） 過負荷モード（外気温度：40℃, ON）

30秒/5分サイクル 15秒/5分サイクル 30秒/5分サイクル

使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値

(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量

散水キット	
● PAC-SG71ESS
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散水キット: PAC-SG71ESS
（本マニュアル用に変更・修正しています）
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散水キット: PAC-SG71ESS
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散水キット: PAC-SG71ESS
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散水キット: PAC-SG71ESS
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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRP112 ～ 280KA5
● PUZ-ERP140 ～ 280KA5
● PU-CRP140･160KA5

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

配線要領

（インバータ機種用）
（室外制御基板にコネクタ“SS”(シロ)が有る機種の場合）

（インバータ機種用）
（室外制御基板にコネクタ“SS”(シロ)が無い機種の場合）

ＣＮ１単相200Ｖ
電源

50/60Ｈｚ 3
2
1

散水キット

室外制御基板

ＳＳ
3
2
1
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141 221

200
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アース端子

給水口
軟質ホースまたは
硬質塩ビ管VP-13接続

3-φ3.6±0.05ヌキ穴
(天面パネル穴あけ)
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169 22

250(取付必要寸法)
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付
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電源ケーブル長 2750
(本体からの取出し寸法)

形　　名 PAC-SJ02ESS
電源供給 AC200V 50/60Hz

ノズル口数 2 ヶ

使用可能給水範囲
水道水のみ　水圧：0.14 ～ 0.25MPa（給水管ホースの場合）

/0.14 ～ 0.3MPa（硬質塩ビ管の場合）
水温：10 ～ 30℃

水道供給用接続パイプ径 軟質ホース　内径 15mm / 硬質ホース　VP13

散水キット

室外ユニット
●“散水キット”は、夏場の室外ユニット過負荷対策および冷房時の省エネルギー

を目的とした部品です。
● 外気温に応じ、室外ユニットの吸込口に水を噴霧し、室外ユニットの高圧カッ

トによる冷房能力低下を解消します。
● 本品は安全ネットとの併用はできません。
● 噴霧した水がケーシングやフィンに当たり、水滴となって室外ユニット周辺

に飛散したり、フィンおよびケーシングに付着した噴霧水が室外ユニットの
ドレンパンに落ち、排水穴から排水されますので地面を濡らします。

注意
・冬期に水系統内の水が凍結し、破損する恐れがありますので、冷房シーズン

オフには必ず水系統内の水抜きをしてください。
・給水は必ず水道水を使用してください。水温は 10 ～ 30℃でご使用ください。

消費電力削減値

◎平常／過負荷モードの切換え、および散水時間の切換えは基板上のDIPスイッチで切換えます。

性能値は水道水、水圧0.15MPa, 水温20℃, 200Vでのデータ（散水時）を示します。
（参考データ　P160形搭載時）

運転モード

散水時間
性能値形　名

PAC-SJ02ESS 0.41kW
(10.3%) 10.5 ℓ/h 0.52kW

(13.0%) 21.1 ℓ/h 0.58kW
(14.5%) 10.5 ℓ/h 0.72kW

(18.0%) 21.1 ℓ/h

消費電力削減値
(　)は率を示す

15秒/5分サイクル

平常モード（外気温度：32℃, ON） 過負荷モード（外気温度：40℃, ON）

30秒/5分サイクル 15秒/5分サイクル 30秒/5分サイクル

使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値

(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量

散水キット	
● PAC-SJ02ESS
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散水キット: PAC-SJ02ESS
（本マニュアル用に変更・修正しています）
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散水キット: PAC-SJ02ESS
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散水キット: PAC-SJ02ESS
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散水キット: PAC-SJ02ESS
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